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ご あ い さ つ 

 

近年、情報通信技術の発展やインターネット環境の飛躍的な普及により、だれ

もが簡単に情報を入手でき、情報交流についても盛んに行われるようになりまし

た。一方で、高齢化や核家族化の進行、生活様式や価値観の多様化により、家族の

絆や地域社会のつながりの希薄化が危惧されています。 

また、新型コロナウイルス感染症により、様々な活動やイベントが縮小、中止

になったことも地域活動の停滞の一因となっており、人々の生活に大きな影響を

与えています。 

このような状況の中で、改めて、互いに助け合い、支え合う地域社会を創って

いくことの必要性、重要性が認識されています。 

本市では、令和３年３月に、市政運営における指針であり、市の最上位計画と

なる「東金市第４次総合計画」を策定いたしました。総合計画では、市民力、地域

力、多様なコミュニティ力を、まちづくりの基礎、土台として位置付けており、こ

れらの力を蓄えていくことが、互いに助け合い、支え合う地域社会の実現に繋が

るとともに、本市が目指すまちへの羅針盤を下支えするものと考えております。 

このたび策定いたしました「第３次東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画」

においても、総合計画のコンセプトに準じ、「自然豊かな郷土で 市民が支え合っ

て ぬくもりあふれるまち 東金」を基本理念に、自助、互助、共助、公助のそれ

ぞれの役割分担の下で相互に補完し合いながら、地域社会を構成するあらゆる人

たちがともに手を携えて、計画を進めることとしています。特に、地域福祉を取

り巻く課題の解決策として「互いが助け合うまちを目指して」を基本方針とし、

互助の必要性をテーマとした計画としております。地域福祉の推進のため、市民

の皆様のなお一層の御支援と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定に当たりまして、貴重な御意見、御提言をいただきまし

た東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会の皆様をはじめ、各種アン

ケート調査に御協力いただきました市民の皆様に、心から感謝と御礼を申し上げ、

御挨拶といたします。 

 

令和４年３月 

東金市長 鹿間 陸郎  



ご あ い さ つ 

 

渋沢栄一が明治 41 年に中央慈善協会（現在の全国社会福祉協議会）初代会長に

就任から 100 年余り、特に戦時中、戦後、オイルショック、バブル崩壊等々、いろ

いろと福祉の必要な時代があったこととおもいます。 

近年、少子高齢社会が急激に進むなか家族形態や地域社会が大きく変化していま

す。核家族の進行、生活様式の多様化などにより地域における互助のかかわりが薄

くなっております。 

さらに、一昨年来長引く新型コロナウイルス感染拡大は経済活動に大きな打撃を

与え、生活困窮者の増加と外出制限といった物理的また心理的分断が生じ、地域で

生活していく中で様々な問題が起きております。 

このような環境のなか誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らしていける福祉の

指針「第３次東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画」が策定されました。 

この計画をもとに、自助・互助・共助・公助のそれぞれの役割分担のもと、あら

ゆる市民、老いも若きも支えあい、助け合い、そして地域で活動する様々な団体、

企業、関係機関、行政等に協力いただき、地域共生社会を推進し、お互いの幸せを

守り育てる、福祉の実現に向け市民の皆様と協働して地域福祉の向上に努めてまい

ります。 

今後ともより一層のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見をいただきました多くの市民の皆

様をはじめ区会・福祉関係団体等多くの皆様に衷心より感謝とお礼を申し上げます。 

 

令和４年３月 

社会福祉法人 東金市社会福祉協議会 

会長 真行寺 洋男  
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 第１節  計画策定の趣旨 

 

１  計画策定の背景 

 

近年、少子高齢化や核家族化、個人の価値観やライフスタイルの多様化、安全・安心

に対する意識の高まりなど、福祉を取り巻く環境は大きく変化しています。 

地域においても、コミュニティ活動の担い手不足や担い手の高齢化が進むなどにより

支え合いの機能は低下しています。加えて、生活困窮やひきこもりの状況にある家庭、

介護や子育てなどの悩みや不安を抱えながらも周囲の協力を得ることができない家庭

などが増加しています。 

さらに、高齢の親が中高年のひきこもる子どもの生活を支える「8050 問題」や、育

児と介護に同時に直面する「ダブルケア」、18 歳未満の子どもが家族のケアを担う「ヤ

ングケアラー」の問題など、１世帯で複数のリスクを抱える問題も生じています。 

東金市（以下「本市」という。）では、かつての地域住民同士の助け合いの仕組みに加

え、地域社会を構成するあらゆる人たちがともに手を携え、地域の誰もが支え合う体制

づくりを地域社会において創出していくため、平成 29 年３月に「東金市第２次地域福

祉計画・地域福祉活動計画」（以下「第２次計画」という。）を策定し、地域福祉の推進

のために様々な取組を実践してきました。 

国では、これまで高齢者や障がい者、子どもなど、各対象を支援するための福祉制度

を整備し、支援が必要な人への取組を充実させてきましたが、社会や地域の状況を踏ま

え、今後は、制度の枠組みに捉われず一人ひとりが尊重される「地域共生社会」の実現

を目指すこととしています。 

そのためには、一人ひとりが地域や福祉の課題を「自分ごと」として捉え、地域に主

体的に関わることや、行政をはじめとした専門機関が連携し、包括的な支援体制を整備

していくことが求められます。 

本市では、第２次計画の成果やニーズ等を踏まえ、これからの本市における地域福祉

を推進するための指針として、令和４年度から令和８年度までを計画期間とする「第３

次東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画」（以下「本計画」という。）を策定しました。 
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２  地域福祉とは 

 

地域福祉とは、誰もが住み慣れた地域で、安心して生きがいを持って暮らすことがで

きるよう、地域の人と人とのつながりを大切にし、共に支え合い、互いに助け合う地域

づくりを行うことです。 

そのためには、まずは一人ひとりが、自分でできることは自分でする「自助」の意識

を持つことが大切です。 

ただし、「自助」には限界があることから、家族や地域で助け合い支え合う「互助」の

考え方を持つことが重要です。「互助」には、区会・自治会やボランティアグループなど

の組織的活動としての広義の「互助」と、個人的な関係性をもつ人同士が助け合う狭義

の「互助」がありますが、共通することは、助け合い支え合うという考え方です。 

また、助け合いの地域づくりには、市民が費用を負担し、行政の助け合いのもと必要

な支援を行う「共助」、自助・互助・共助では対応できない生活困窮等の状況に対して行

政が支援を行う「公助」が必要となります。 

本計画では、こうした「自助・互助・共助・公助」のそれぞれの役割分担のもとで相

互に補完し合いながら、地域社会を構成するあらゆる人たちがともに手を携え、地域福

祉の推進という共通の目的に向かって計画を推進します。 

 

■本計画における「自助・互助・共助・公助」の考え方 

 

  

公 助共 助

互 助自 助

○自治会やボランティアグ

ループなどの組織的な見

守り・助け合いの活動

○住民一人一人が家族や地

域で支え合い、助け合う
（日ごろのあいさつや見

守り・地域活動）

○自助・互助・共助では

対応できない生活困窮

等の状況に対して支援

を行う
（生活保護・虐待対策等）

○住民一人ひとりが自分で

できることは自分でする

（日常生活・健康管理等）

○介護保険や医療保険など

の制度化された相互扶助
（社会保険制度及び

サービス等）
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３  地域福祉計画と地域福祉活動計画 

 

地域福祉計画と地域福祉活動計画は、地域の課題や社会資源の状況等を共有し、それ

ぞれの立場において役割を担い、かつ相互に連携することで、福祉の両輪として地域福

祉を進展させていくための計画です。 

本市と東金市社会福祉協議会（以下「市社協」という。）では、理念や仕組みを示す「東

金市地域福祉計画」と、それらを実現するための取組を示す「東金市地域福祉活動計画」

を一体的に取りまとめた「東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画」として策定してい

ます。 

また、国は「地域課題の解決力の強化」、「地域を基盤とする包括的支援の強化」、「地

域丸ごとのつながりの強化」、「専門人材の機能強化・最大活用」を掲げ、「地域共生社会」

の実現を目指していますが、そのためには、市民の暮らしと生きがいを生み、地域をと

もに創っていく社会の形成が必要となります。 

本計画においても、地域住民や地域の多様な主体が、地域社会の課題を主体的に解決

するために参画できる仕組みを構築していくことが求められることから、国の動向を踏

まえながら、地域共生社会の実現を目指します。 

なお、本計画は、地域の様々な課題解決を図るための具体的な仕組みや取組を定める

もので、自助・互助・共助・公助の概念のもと、行政運営の方針であると同時に、市民、

区会（自治会）等の地域団体、事業者、関係機関等にとって、活動を推進する上での基

本的指針となります。 

 

■本計画のイメージ図 

 

地域福祉活動計画地域福祉計画

地域福祉を推進するための

「理念」「仕組み」

地域福祉を推進するための

住民などの地域主体の自主

的・自発的な

「行動計画」

地域福祉の理念の共有

役割分担、相互連携、補完、補強
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 第２節  計画の位置づけ 

 

１  法的根拠 

 

①地域福祉計画（市町村） 

「地域福祉計画」は、社会福祉法第 107 条の規定により、市町村が行政計画とし

て策定するものであり、地域の助け合いによるまちづくりを推進するため、地域福祉

を推進する上での基本的な方向性・理念を明らかにする計画となります。 

また、地域福祉の推進に関する事項として、次の事項を一体的に定めます。 

 

一 地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通

して取り組むべき事項 

二 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項 

三 地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項 

四 地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項 

五 地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備に関する事項 

 

②地域福祉活動計画（市町村社協） 

「地域福祉活動計画」は、社会福祉法第 109 条の規定による民間組織である社会

福祉協議会が地域福祉の推進を目的として策定する行動計画であり、上記の理念や仕

組みをもとに、具体的な実現に向けての活動内容を定める計画です。 

また、地域福祉の推進に関する事項として、次の事項について記載します。 

 

一 社会福祉を目的とする事業の企画及び実施 

二 社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助 

三 社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成 

四 前三号に掲げる事業のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るため

に必要な事業 
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２  計画の期間 

 

本計画の実施期間は、令和４年度から令和８年度までの５年間とします。 

ただし、地域における課題や取組の成果等を踏まえ、他の関連する計画との整合を図

りながら、必要に応じて見直しを検討するものとします。 

 

３  他の計画との関連 

 

①本市の関連計画 

本計画は「東金市総合計画」を上位計画とし、高齢者福祉、障がい者福祉、児童福

祉、健康増進等の個別分野を束ねた福祉分野に関する総合的な計画です。 

また、本計画の「施策③ 成年後見制度の利用促進」（67 頁）を成年後見制度利用

促進法第 14 条第１項に基づく「市町村成年後見制度利用促進計画」として、「施策

①再犯防止の推進」（65 頁）を再犯防止推進法第８条第１項に基づく「地方再犯防止

推進計画」として位置付け、一体的な支援体制を構築します。 

 

②他機関等の関連計画 

社会福祉法第 108 条に基づき、市町村の地域福祉の推進を支援し、計画の達成に

資するため策定された「千葉県地域福祉支援計画」との整合を図ります。 

 

■他の計画との関連のイメージ 

   
東金市

東金市第４次総合計画

地域福祉計画

●
障
が
い
者
計
画

●
障
が
い
福
祉
計
画

●
障
が
い
児
福
祉
計
画

●
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

●
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護
保
険
事
業
計
画

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画

●
と
う
が
ね
健
康
プ
ラ
ン
21

●
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４  計画の策定体制 

 

①計画策定委員会による検討 

東金市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定委員会は、市民参加を推進する観点

から、公募委員、学識経験者及び関係機関代表等による委員 15 名で構成されてお

り、全３回にわたる審議を行いました。 

 

②庁内検討委員会による検討 

庁内における検討組織として、庁内検討委員会を設置しました。委員会は関係各課

の代表等で構成し、全４回にわたる庁内検討を行いました。 

 

③市民へのアンケート調査 

地域福祉の現状、行政に対する要望、市民の地域福祉に対する意識等を把握し、計

画に市民の声を反映していくことや、今後の福祉施策へ生かしていくことを目的とし

て、市民を対象としたアンケート調査を行いました。 

 

④地区別アンケート調査 

地域活動を担っている団体の福祉に対する考え方や地域活動への参加状況等の実

態を把握するとともに、意見や提言を広く聴取し、計画策定に反映していくために、

本来であれば、地区別で策定懇話会を開催するところでしたが、新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため、地域の福祉活動関係者を対象としたアンケートに変更し、調

査を行いました。 

 

⑤パブリックコメント 

計画素案に対する市民からの意見を聴取するため、令和４年２月15日から３月16

日までを期間とするパブリックコメント（市民意見の公募）を実施しました。 
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 第１節  東金市の概況 

 

１  東金市の地理と沿革 

 

本市は、東京都心まで約 50 キロメートル、千葉県のほぼ中央部に位置しています。

人口は約６万人で温暖な気候に恵まれ、平野部は良質な田園地帯が太平洋に向かって広

がり、丘陵地は山武杉の森林に覆われています。 

古くは江戸時代、徳川家康の鷹狩りのために「御成街道」が造られたことにより、こ

の地に宿場町と近隣の農産物が集まる問屋街とが形成されました。以降、東金は物流の

集散地としてにぎわうようになり、九十九里地域の中核都市として発展しました。 

現在では、国道 126 号と千葉東金道路、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）をつなぐ

交通の要衝となっています。 

 

■本市の概要図 
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２  人口及び世帯の状況 

 

①人口の推移 

本市の総人口は、令和３年４月１日現在で 57,451 人となっており、平成 28 年

から 4.2％（2,511 人）減少しています。 

年齢３区分でみると、65 歳以上の高齢者人口は一貫して増加しており、令和３年

には 30.6％（17,582 人）となっています。一方で、0 歳～14 歳の年少人口と 15

歳～64 歳の生産年齢人口は年々減少しており、少子高齢化が進んでいることがわか

ります。 

 

■総人口及び年齢３区分別人口の推移 

 

資料：東金市「住民基本台帳」（各年４月１日現在） 

 

■年齢３区分別人口割合の推移 

 

資料：東金市「住民基本台帳」（各年４月１日現在） 
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②地区別人口の推移 

本市の地区別人口をみると、平成 28 年から令和３年にかけて、東金第一地区（日

吉台）では 25.5%（837 人）増加しています。 

一方で、その他の地区では減少しており、特に源地区では減少の割合が最も高く

9.8%（189 人）減となっています。 

 

■地区別人口の推移 

 

資料：東金市「住民基本台帳」（各年４月１日現在） 

  

1,946 1,887 1,854 1,819 1,806 1,757
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6,054 6,004 5,911 5,825 5,758 5,645

7,518 7,419 7,374 7,267 7,099 7,036
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③世帯数の推移 

本市の世帯数は、令和３年４月１日現在で 26,882 世帯となっており、平成 28

年から 3.0％（785 世帯）増加しています。一方で、総人口が減少していることか

ら、１世帯あたり人員は減少しています。 

また、一般世帯に占める世帯構成をみると、核家族世帯は全体の半数以上を占めて

いるものの、令和２年に減少に転じています。一方で、単独世帯は一貫して増加して

います。 

 

■世帯数及び１世帯あたり人員の推移 

 

資料：東金市「住民基本台帳」（各年４月１日現在） 

 

■一般世帯に占める世帯構成の推移                                             単位：世帯、％ 

 平成22年 平成27年 令和２年 

一般世帯※ 24,348 100.0 25,053 100.0 25,309 100.0 

 親族のみの世帯 16,477 67.7 16,441 65.6 15,927 62.9 

  核家族世帯 13,378 54.9 13,769 55.0 13,584 53.7 

 非親族を含む世帯 299 1.2 259 1.0 253 1.0 

 単独世帯 7,572 31.1 8,353 33.3 9,129 36.1 

資料：総務省「国勢調査」（各年 10 月１日現在） 

※世帯の家族類型「不詳」を除く 
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④地区別世帯の推移 

本市の地区別人口をみると、平成 28 年から令和３年にかけて、東金第一地区（日

吉台）では突出して増加率が高く 21.7％（318 人）となっています。 

 

■地区別世帯の推移 

 

資料：東金市「住民基本台帳」（各年４月１日現在） 
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３  子どもの状況 

 

①出生の状況 

本市の出生数は、年々減少しており、令和元年では 289 人となっています。 

女性が生涯に産む子どもの平均数である合計特殊出生率も年々低下しており、令和

元年では 1.07 となっています。 

 

■出生数及び合計特殊出生率の推移 

 

資料：千葉県「衛生統計年報」（各年１月１日～12 月 31 日） 

 

②ひとり親の状況 

本市のひとり親世帯数は、平成 27 年から令和２年にかけて減少しており、令和２

年では 394 世帯となっています。 

内訳を見ると、母子世帯の割合が高く、令和２年では 90.6％を占めています。 

 

■ひとり親世帯数の推移                                                        単位：世帯、％ 

 平成22年 平成27年 令和２年 

ひとり親世帯 413 100.0 417 100.0 394 100.0 

 父子世帯 50 12.1 47 11.3 37 9.4 

 母子世帯 363 87.9 370 88.7 357 90.6 

資料：総務省「国勢調査」（各年 10 月１日現在） 
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４  高齢者の状況 

 

①高齢化の状況 

本市の高齢者数は、65～74 歳の前期高齢者と 75 歳以上の後期高齢者ともに年々

増加しています。 

構成比の大きな変化はなく、75 歳以上の後期高齢者の割合は 45％前後の横ばい

で推移している状況です。 

 

■高齢者数の推移 

 

資料：東金市「住民基本台帳」（各年４月１日現在） 

 

②高齢者世帯の状況 

本市の高齢夫婦世帯数と高齢単身世帯数はともに増加しており、令和２年では、高

齢夫婦世帯が 3,110 世帯で全体の 12.3％、高齢単身世帯が 2,883 人で全体の

11.4％となっています。 

 

■高齢夫婦世帯数及び高齢単身世帯数の推移                                    単位：世帯、％ 

 平成22年 平成27年 令和２年 

一般世帯※ 24,348 100.0 25,053 100.0 25,309 100.0 

 高齢夫婦世帯 2,113 8.7 2,690 10.7 3,110 12.3 

 高齢単身世帯 1,708 7.0 2,297 9.2 2,883 11.4 

資料：総務省「国勢調査」（各年 10 月１日現在） 

※世帯の家族類型「不詳」を除く  
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５  障がい者の状況 

 

①手帳所持者の状況 

本市の手帳所持者数は、年々増加しており、令和３年では 2,761 人、総人口に占

める割合は 4.8％となっています。 

内訳を見ると、身体障害者手帳所持者は平成 30 年をピークに減少していますが、

療育手帳所持者と精神障害者保健福祉手帳所持者は一貫して増加しています。 

 

■手帳所持者数の推移 

 

資料：千葉県「衛生統計年報」（各年１月１日～12 月 31 日） 

 

②重度心身障害者医療費及び自立支援医療費受給者の状況 

重度心身障害者医療費及び自立支援医療制度等に基づく利用者は次の通りです。 

 

■重度心身障害者医療費及び自立支援医療費受給者数の推移                           単位：人 

 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 

重度心身障害者医療費 817 832 744 708 684 719 

自立支援
医療費 

更生医療 
入院 13 11 14 20 23 20 

入院外 32 44 55 65 82 98 

育成医療 
入院 10 5 3 2 4 1 

入院外 6 0 2 2 2 0 

精神通院医療 814 846 898 922 1,005 1,160 

資料：社会福祉課（各年度末現在）  
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６  地域の状況 

 

①区会・自治会の状況 

本市の区会・自治会加入世帯数及び加入率は年々減少しており、令和３年では

16,049 世帯、62.14％となっています。 

 

■区会・自治会加入世帯数及び加入率の推移                                    単位：世帯、％ 

 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年 令和３年 

総世帯数 25,028 25,120 25,283 25,444 25,536 25,827 

加入世帯数 16,533 16,491 16,410 16,328 16,158 16,049 

加入率 66.06 65.65 64.91 64.17 63.28 62.14 

資料：地域振興課（各年４月１日現在） 

 

②ボランティアの状況 

本市のボランティア団体数は年々減少しており、令和２年度では 80 団体となって

います。 

団体活動者数は 2,100 人台で推移していましたが、令和２年度に大幅に減少し

1,879 人となっています。 

また、個人活動者数は令和２年度では 26 人となっています。 

 

■ボランティア活動団体・活動者数の推移                                      単位：団体、人 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 令和30年度 令和元年度 令和２年度 

団体数 97 96 93 89 83 80 

団体活動者（重複あり） 2,156 2,190 2,146 2,176 2,180 1,879 

個人活動者 44 24 32 44 40 26 

資料：東金市社会福祉協議会 
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③生活保護世帯の状況 

本市の生活保護世帯数は、年々増加しており、令和２年の被保護世帯（生活保護を

受けている世帯）は 667 世帯、被保護世帯人員は 857 人となっています。 

また、保護率は 14.80‰まで上昇しています。 

被保護者世帯別分類をみると、高齢者世帯は平成 28 年から令和３年にかけて

17.9％（55 世帯）増加しています。 

 

■生活保護世帯数及び世帯人員数の推移            単位：世帯、人、‰（人口 1,000 人あたり） 

 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 

被保護世帯 595 630 639 653 663 667 

被保護世帯人員 795 835 840 843 842 857 

保護率 13.16 13.89 14.05 14.25 14.37 14.80 

資料：社会福祉課（年間平均） 

 

■被保護者世帯別分類                                                              単位：世帯 

 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年 令和３年 

高齢者世帯 307 315 331 355 345 362 

傷病・障害世帯 231 227 218 220 230 230 

母子世帯 25 28 29 27 26 26 

その他世帯 57 65 57 68 54 56 

合計 620 635 635 670 655 674 

資料：社会福祉課（各年４月１日） 
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④成年後見制度の利用状況 

本市の成年後見制度の利用状況をみると、令和２年の市長申立件数は、成年後見人

が１件となっています。 

 

■成年後見制度の市長申立件数の推移                                                 単位：件 

 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 

法定後見制度 2 0 0 1 1 1 

成年後見人 2 0 0 0 1 1 

保佐人 0 0 0 0 0 0 

補助人 0 0 0 0 0 0 

資料：高齢者支援課、社会福祉課 

 

⑤虐待相談の状況 

本市の虐待相談の状況をみると、令和２年では高齢者虐待が 21 件、障がい者虐待

が３件、児童虐待が 92 件となっています。 

 

■虐待相談対応件数・通報件数の推移                                                 単位：件 

 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 

高齢者虐待 9 18 15 15 14 21 

障がい者虐待 3 3 3 7 4 3 

児童虐待 14 75 53 87 96 92 

資料：高齢者支援課、社会福祉課、子育て支援課 

（※高齢者虐待の件数は相談通報件数） 

（※児童虐待の件数は新規通告件数） 
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７  社会福祉協議会の状況 

 

①社協会員の状況 

社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき、全国都道府県・指定都市・市町村に組織

的に設立されている民間の福祉団体です。 

地域が抱えている種々の福祉課題を地域全体の課題として捉え、地域住民とともに

考え、解決しようとする公共性・公益性の高い民間の非営利団体として地域福祉の推

進を目指しており、本市においては「東金市社会福祉協議会」が社会福祉法人として

昭和 49 年に設立・認可されています。会員は、一般世帯の一般会員及び賛助会員、

団体会員、特別会員から構成されています。 

 

■一般会員数・加入率・会費収入の推移                                    単位：世帯、％、円 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 

会員数 11,807 11,736 11,686 11,591 11,580 11,680 

加入率 74.2 74.6 74.5 74.2 74.5 75.9 

会費収入 5,903,600 5,868,100 5,843,100 5,795,600 5,790,100 5,840,100 

※加入率は、各区長より報告のあった世帯数の 95％に対して算出しています。 

資料：東金市社会福祉協議会 

 

②共同募金の状況 

千葉県共同募金会は、県内の地域福祉推進のため募金活動をしており、各市町村に

支会が設置されています。東金市社会福祉協議会は、本市の支会として事務局を担い、

共同募金運動を実施しています。共同募金は、広域と地域に配分されます。地域に配

分された募金は、地区社協事業、相談事業、見守り事業、高齢者・児童・障がい者福

祉事業、広報紙発行等へ活用されます。 

 

■募金額と配分額の推移                                                              単位：円 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 

赤い羽根共同募金 7,236,323 7,185,828 7,146,654 6,541,284 6,813,400 5,988,067 

歳末たすけあい募金 1,820,961 1,784,654 1,770,879 1,648,995 1,737,490 1,825,429 

地域配分額 5,328,000 5,240,000 6,873,000 7,198,000 6,350,000 5,692,000 

資料：千葉県共同募金会東金市支会  
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③市社協の状況 

東金市社協は、必要な学識経験者等を加え、理事会、評議員会を構成し、組織的な

運営を推進するとともに、各種委員会を組織して効率的な事業展開を図っています。 

 

■社会福祉法人東金市社会福祉協議会組織図                         （令和３年４月１日現在） 

  

学識者、地区社協、区長会、民生児童委員 地区社協、民生児童委員、ボランティア

長寿の会、障がい者団体、商工会、福祉施設 障がい者団体、母子団体、青少年育成団体

ボランティア、行政、大学 保護司会、福祉施設

広報委員会、地域福祉サービス委員会、表彰審査委員会

ボランティア・市民活動センター運営委員会

心配ごと相談所運営委員会、福祉作業所運営委員会

（就労継続支援Ｂ型事業所）

（児童発達支援事業所・放課後等デイサービス事業所）

地
区
社
協
活
動
推
進
連
絡
会

会 員 （ 一 般 会 員 ・ 賛 助 会 員 ） 区長会連合会

（構成員）住民組織・公私の社会福祉事業
　　　　　関係者および関連分野の関係者

東金第１地区
(上宿・谷・日吉台東・西・南)

民生児童委員協議会

ボランティア連絡協議会
東金第２地区
(岩崎・新宿) 長寿の会連合会

 社会福祉法人
公平地区

東金市社会福祉協議会
青少年相談員連絡協議会

丘山地区
母子保健推進協議会

田間地区
身体障害者福祉会

嶺南地区
手をつなぐ親の会

城西地区
子ども会育成協議会

大和地区
母子父子寡婦福祉会

正気地区

豊成地区
保護司会

食生活改善協議会

福岡地区
商工会議所

地 域 福 祉 係 係長・職員２名・嘱託１名

源地区
福祉施設・事業所

会長１・副会長２を含む理事会（９～13名） … 評 議 員 会 （ 24 ～ 30 名 ）

執行
機関

議決
機関

監 事 （ ２ 名） 学識経験 評議員選任・解任委員会（５名）

各 種 委 員 会

事 務 局 事 務 局 長 総 務 係 係長[局長事務取扱]・職員1名[兼務]

ボ ラ ン テ ィ ア 市 民 活 動 セ ン タ ー
センター長[局長兼務]・職員１名

[兼務]・非常勤３名

生 活 支 援 係 係長[兼務]・職員２名・嘱託１名

後 見 支 援 セ ン タ ー
センター長[局長兼務]・専門員３名[兼務]・

生活支援員（非常勤）

福 祉 作 業 所
管理者[局長兼務]・管理責任者１名・職業指導員２名・

生活支援員１名・請求事務[兼務]

簡 易 マ ザ ー ズ ホ ー ム
管理者[局長兼務]・管理責任者１名・児童指導員１名・

保育士２名（嘱託）・非常勤３名・請求事務[兼務]

指 定 管 理 施 設
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④地区社会福祉協議会の状況 

本市では、市内を区長会の区域を基礎とし

て、12 地区社協を設置し、地域住民を中心に

市社協や行政などと協働し、地域の特性を生

かしながら、地域福祉活動を展開しています。 

地域の中には、区会（自治会）等の住民自治

を目的とした組織、機能別・年齢別・階層別の

組織団体・グループ等、それぞれ目的を持って

活動していますが、生活上の諸問題は複雑、多

様化しています。 

地区社協では、地域の住民自身が自発的に

生活上の諸問題に関心を持ち、問題解決を図

っていくために、地区内における各種住民組織・団体との協力体制の「場」づくりを

大きな役割とし、地域の多様な社会資源の参画や協働の促進、連携強化を図っていま

す。 

 

■地区社協別一般会員数及び加入率の推移                                      単位：世帯、％ 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 

東金第１ 1,792 83.5 1,791 83.8 1,791 84.4 1,787 84.4 1,795 84.6 1,861 87.7 

東金第２ 442 54.7 429 56.4 431 58.9 418 57.1 417 58.5 403 56.5 

田間 1,201 65.9 1,161 63.8 1,161 62.7 1,161 63.7 1,161 64.6 1,161 65.5 

嶺南 1,003 69.8 1,005 69.9 999 70.4 1,014 71.8 1,014 71.8 997 71.6 

城西 581 63.9 587 65.4 567 63.0 520 58.0 510 57.4 556 62.9 

公平 1,193 82.5 1,193 83.8 1,193 83.6 1,193 84.0 1,193 84.0 1,193 85.5 

丘山 661 67.4 650 67.5 646 66.8 576 59.9 593 60.2 623 64.8 

大和 934 78.6 895 76.3 892 76.6 892 75.3 892 76.2 892 75.6 

正気 1,430 61.7 1,430 61.6 1,430 61.4 1,430 61.3 1,430 61.4 1,430 62.8 

豊成 1,233 89.3 1,230 89.5 1,219 88.7 1,240 92.8 1,211 92.4 1,209 92.7 

福岡 937 91.9 965 96.0 957 95.7 960 95.8 964 96.9 955 96.6 

源 400 86.0 400 93.7 400 98.8 400 100.3 400 100 400 102.3 

全体 11,807 74.2 11,736 74.6 11,686 74.5 11,591 74.2 11,580 74.5 11,680 75.9 

※加入率は、各区長より報告のあった世帯数の 95％に対して算出しています。 

資料：東金市社会福祉協議会  
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 第２節  調査結果に見る東金市の現状 

 

１  調査概要 

 

①調査目的 

東金市が策定する「地域福祉計画」と、東金市社会福祉協議会が中心となって策定

する住民の活動・行動計画である「地域福祉活動計画」の基礎資料とするために、市

民の福祉に対する考え方、地域活動への参加状況等の実態を把握するとともに、意見

や提言を広く伺い、計画策定に反映していくためにアンケート調査を実施しました。 

 

②調査設計 

 18歳以上の市民 地域の福祉活動に関わる団体 

標本数 2,000 人 260 人 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 12 地区社協 

調査方法 郵送配布・郵送回収 個別配布・郵送回収 

調査期間 令和３年８月 令和３年８月下旬～10 月上旬 

 

③回収結果 

 18歳以上の市民 地域の福祉活動に関わる団体 

有効回収数（回収率） 632 人（31.6％） 189 人（72.7％） 

 

④集計にあたって 

調査結果の数値は回答率（%）で表記しており、回答率の母数（n）は、各質問に

対する回答者数です。 

集計は小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記しています。

このため、回答率の合計が 100.0%にならない場合があります。また、複数回答可

の質問では、母数に対する回答率のため、回答率の合計が 100.0%を超える場合が

あります。 
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２  市民アンケート調査結果 

 

①近所付き合いについて 

現在の近所付き合いは、「あいさつ程度の付き合いはしている」が 35.0％で最も

多くなっています。また、コロナ禍の中での近所付き合いは、「これまでと変わらな

い」が 69.0％を占めています。 

望ましい近所付き合いは、「困った時に相談し合えるほどではなくても、親しく付

き合う」が 27.1％で最も多く、次いで「日常生活で困った時に相談したり、助け合

ったりする」が 24.5％となっており、現在より積極的な関わりを持つことが望まし

いと考える人が多くなっています。 

 

■現在の近所付き合い（１つ） ■コロナ禍の中での近所付き合い（１つ） 

  

■これからの望ましい近所付き合い（１つ） ■現在と望ましい近所付き合いの比較 

 
 

  

日常生活で困った時に

相談したり、助け合って
いる方がいる

12.8%

困った時に相談

し合えるほどで

はなくても、親しく

付き合っている

方がいる
19.9%

会った時に立ち話

をする程度の付き

合いをしている

26.3%

あいさつ程度

の付き合い

はしている

35.0%

近所付き合い

はしていない
3.8%

無回答

2.2%

(n=632)

これまでと変わらない

69.0%

電話やメール、ＬＩＮＥ

等を活用している

3.5%

なるべく近所付き

合いを控えている

11.1%

全面的に人との付き

合いを控えている

13.1%

その他

0.9%

無回答

2.4%

(n=632)

日常生活で

困った時に相

談したり、助け

合ったりする

24.5%

困った時に相

談し合えるほど

ではなくても、

親しく付き合う

27.1%

会った時に

立ち話をする

程度の付き

合いをする

23.3%

あいさつ程度

の付き合いは
する

20.7%

近所付き合い

はしない
1.7%

無回答

2.7%

(n=632)
選択肢 現在 今後 差

日常生活で困った時に相談した
り、助け合ったりする

12.8% 24.5% 11.7

困った時に相談し合えるほどで
はなくても、親しく付き合う

19.9% 27.1% 7.2

会った時に立ち話をする程度の
付き合いをする

26.3% 23.3% -3.0

あいさつ程度の付き合いはする 35.0% 20.7% -14.3

近所付き合いはしない 3.8% 1.7% -2.1
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②区会・自治会への加入について 

回答者の 74.7％が区会・自治会に加入しています。 

区会・自治会に加入していない理由は、「特に困ることがないから」が 39.5％で

最も多く、以下「人間関係のしがらみや付き合いが面倒だから」が 33.6％、「誘わ

れたことがないから」が 26.3％などとなっています。 

「特に困ることがないから」や「人間関係のしがらみや付き合いが面倒だから」

などは、前回調査から割合が高くなっています。 

 

■区会・自治会への加入（１つ）  

 
 

■区会・自治会に加入していない理由（複数可） 

 

  

はい

74.7%

いいえ

24.1%

無回答

1.3%

(n=632)

39.5

33.6

26.3

19.1

17.1

13.8

12.5

4.6

33.7

20.9

40.7

16.9

13.4

17.4

20.9

2.3

0% 20% 40% 60%

特に困ることがないから

人間関係のしがらみや付き合いが面倒だから

誘われたことがないから

仕事等の多忙で、地域であまり過ごせていないから

地区長等の役員を引き受けたくないから

区費が高いから

その他

無回答

今回調査(n=152)

前回調査(n=172)
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③地域活動やボランティア活動等について 

地域の身近な課題を解決する方法として、「自分たちの生活に関わることだから、

できるだけ住民同士で協力して解決したい」が 43.4％で最も多くなっています。 

地域活動やボランティア活動等への参加状況は、「参加したことがなく、今後も参

加したいとは思わない」が 33.5％で最も多く、「現在、参加している」は 20.3％と

なっています。 

活動上の問題としては、「現在のメンバーが高齢化している」が 40.2％で最も多

く、以下「新たなメンバーが加入しない」が 23.5％、「リーダーが育たない・役員が

固定化している」が 18.9％などとなっています。 

一方、活動に参加したいと思う条件としては、「気軽に参加できる」が 31.0％で最

も多く、以下「活動時間や曜日が自由」が 23.1％、「身近なところで活動できる」が

21.3％などとなっています。 

 

■地域の身近な課題を解決する方法（１つ） ■活動への参加状況（１つ） 

  

■活動上の問題【上位】（複数可） ■参加したいと思う条件【上位】（複数可） 

  

自分たちの生

活に関わるこ

とだから、でき

るだけ住民同

士で協力して

解決したい

43.4%

地域のことに熱心な方たちが考えてくれるので、

その方たちに任せておきたい
15.8%

行政に解

決してもら

えるよう

に、積極的

に要求して

いきたい

29.6%

その他

4.0%

無回答

7.3%

(n=632)
現在、参加している

20.3%

以前は参加

していたが、
現在は参加

していない

21.5%

参加したことがないが、

今後は参加したい
21.5%

参加したこと

がなく、今後も

参加したいと

は思わない

33.5%

無回答

3.2%

(n=632)

40.2

23.5

18.9

6.8

6.1

選択肢なし

25.1

17.5

13.3

10.6

0% 50%

今回調査(n=264)

前回調査(n=263)

現在のメンバーが高齢化
している

新たなメンバーが加入

しない

リーダーが育たない・
役員が固定化している

専門的な研修を受ける

機会がない

効果的なＰＲ方策がない

31.0

23.1

21.3

20.0

18.0

30.3

26.2

22.2

16.4

19.3

0% 50%

気軽に参加できる

活動時間や曜日が自由

身近なところで活動できる

身体的な負担が少ない

経済的な負担が少ない

今回調査(n=484)

前回調査(n=535)
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④地域づくりについて 

身近な地域において、地域住民が取り組むべきことは、「緊急事態が起きた時の対

応」が 58.7％で最も多く、以下「防犯や防災等地域の安全を守ること」が 44.6％、

「高齢者世帯の生活支援」が 40.2％などとなっています。 

また、住民同士がともに支え合う地域づくりを進めるために必要なことは、「地域

の人々が知り合い、ふれあう機会を増やすこと」が 44.3％で最も多く、以下「支援

を必要とする人や世帯の情報を地域で共有すること」が 30.1％、「地域づくりに関

する情報提供や意識啓発をすること」が 26.7％などとなっています。 

 

■身近な地域において、地域住民が取り組む 
べきこと（複数可） 

■住民同士がともに支え合う地域づくりを 
進めるために必要なこと（複数可） 

 

 

 

 

 

 

  

58.7

44.6

40.2

24.5

18.8

16.1

13.3

12.5

12.2

11.7

11.4

10.0

7.3

2.5

8.2

5.2

0% 60%（n=632）

緊急事態が起きた時の対応

防犯や防災等地域の安全を
守ること

高齢者世帯の生活支援

高齢者の社会参加や生きがい
づくり

地域内における決まりごと
(ルール)の徹底

障がいのある方への生活支援

青少年の健全育成

生活習慣病予防等健康づくり
への取組

ひとり親家庭の子育て支援

障がいのある方の社会参加や
生きがいづくり

共働き家庭の子育て支援

乳幼児期の子育て支援

子どもや高齢者、障がいの
ある方等への虐待対策

その他

特にない

無回答

44.3

30.1

26.7

19.3

12.5

1.9

16.1

9.5

4.6

0% 60%(n=632)

地域の人々が知り合い、ふれあう
機会を増やすこと

支援を必要とする人や世帯の情報
を地域で共有すること
地域づくりに関する情報提供や
意識啓発をすること
区会（自治会）の活動やボランティ
ア活動への参加をうながすこと
地域で活動するさまざまな団体等
の交流を進めること

その他

わからない

特にない

無回答
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⑤地域での手助けや災害時について 

困っている家庭があった場合にできる手助けは、「緊急時の手助け」が47.6％で最

も多く、次いで「安否確認の声かけや見守り」が39.4％となっています。 

防災対策や災害時の考えについて、「③食料や飲料水等非常備蓄品を用意している」

や「⑦自分の避難場所を知っている」では70％以上が「はい」と回答していますが、

「①日ごろから地域の防災訓練に参加している」では11.6％、「⑧地域の自主防災組

織を知っている」では20.9％にとどまっています。 

 

■困っている家庭への手助け（複数可） ■防災対策、災害時の考え（１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

47.6

39.4

21.8

17.1

16.6

15.5

8.5

2.8

1.3

16.6

3.6

0% 50%

緊急時の手助け

安否確認の声かけや見守り

話し相手

買い物の手伝い

ごみ出し

家の前などの掃除

外出の手助け

高齢者等の介護

その他

特にない

無回答

（n=632）

④避難時に持ち
運ぶ非常持出し
品を用意している

③食料や飲料水
等非常備蓄品を
用意している

②災害時の家族
の集合場所等を
話し合っている

①日ごろから地域
の防災訓練に参
加している

⑩緊急時に、高齢
者等の避難等の
手助けができる

⑨緊急時に、避難
所への誘導等の
手助けが必要

⑧地域の自主防
災組織を知ってい
る

⑦自分の避難場
所を知っている

⑥火災報知器を
設置している

⑤住宅の補強・家
具の固定をしてい
る

11.6

10.9

41.1

38.9

72.8

48.6

47.0

35.2

38.3

32.1

47.0

46.6

72.3

20.9

18.8

18.2

26.0

34.0

34.4

70.1

79.3

50.0

53.2

21.4

45.5

45.4

59.0

51.7

61.5

46.4

47.8

18.5

53.3

70.7

66.5

61.1

34.0

38.0

13.1

4.0

2.7

3.3

4.9

2.7

5.2

19.8

11.1

7.9

27.2

21.8

5.2

9.8

4.9

7.9

3.2

5.9

4.3

5.9

5.1

6.3

4.0

5.6

4.0

6.0

10.5

4.3

5.0

4.7

5.7

0% 50% 100%

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回調査（n=632）

前回調査（n=697）

はい いいえ

わからない 無回答

なし
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⑥福祉サービスの情報について 

市の福祉サービスに関する情報の入手方法は、「広報とうがね・福祉だより」が

57.6％で最も多く、以下「家族・友人・知人等」が 29.0％、「市・市社協のホーム

ページ」が 19.0％、「インターネット」が 11.9％などとなっています。 

情報については、「十分入手できている」と「十分ではないが、入手できている」

を合わせると 46.8％となっています。一方で 38.0％が「ほとんど入手できていな

い」と回答しています。 

また、必要な福祉サービスの情報は、「行政が提供する各種福祉サービスの種類・

内容に関する詳細な情報」が 59.5％を占めています。 

 

■情報の入手方法【上位】（複数可） ■情報について（１つ） 

  

■必要な福祉サービスの情報（複数可） 

 

 

57.6

29.0

19.0

11.9

10.8

15.8

0% 50% 100%

広報とうがね・福祉だより

家族・友人・知人等

市・市社協のホームページ

インターネット

テレビ・ラジオ・新聞

特にどこからも入手していない

(n=632) 十分入手

できている
3.3%

十分では

ないが、
入手でき

ている

43.5%

ほとんど入手

できていない
38.0%

今のところ情報を

得る必要がない

13.4%

無回答

1.7%

(n=632)

59.5

29.4

21.8

20.4

19.6

19.1

16.8

16.8

13.3

7.3

4.3

3.5

1.1

4.4

0% 20% 40% 60% 80%

行政が提供する各種福祉サービスの種類・内容に関する詳細な情報

福祉サービス事業者が提供する各種福祉サービスの種類・内容に関する詳細な情報

健診等の保健医療に関する情報

介護保険の情報

健康づくりや生きがいづくりに関する情報

年金の情報

高齢者や障がい者が生活しやすい住宅や福祉機器についての情報

子ども・子育て支援に関する情報

市や地域の保健・健康関連のイベント情報

地域の町内会・自治会等やボランティア等の組織の活動内容

生活保護の情報

資金貸付制度に関する情報

その他

無回答

（n=632）
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⑦市民・地域の取組状況について 

第２次計画における｢市民が心がけること｣について、「⑥食生活の見直しや適度な

運動により健康管理に努める」と「⑦広報紙やホームページなどで福祉サービスの情

報を得る」では「取組ができている」が 40％を超えています。一方、他の項目では

「取組ができていない」が過半数を占めています。 

地域の取組状況については、いずれも「わからない」が大半を占めています。 

 

■「市民が心がけること」の取組状況（１つ） 

 

■地域の取組状況（１つ） 

 

  

14.6

24.8

6.8

22.8

7.4

43.7

42.9

24.2

6.3

67.9

57.6

72.9

58.2

72.5

38.3

38.9

57.9

74.7

17.6

17.6

20.3

19.0

20.1

18.0

18.2

17.9

19.0

0% 50% 100%

①地域福祉の中で自分ができることを考える

②身近な地域活動に参加する

③地域の団体や事業者の交流を進める

④安全な地域づくりについて考える

⑤障がい者が地域活動に参加しやすい環境をつくる

⑥食生活の見直しや適度な運動により健康管理に努める

⑦広報紙やホームページなどで福祉サービスの情報を得る

⑧困ったときの相談窓口を知る

⑨福祉の講演会や研修などに参加する

(n=632)

取組ができている 取組ができていない 無回答

0.5

0.5

1.3

15.2

16.5

13.8

70.3

67.7

69.8

14.1

15.3

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①地域人材の発掘・育成

②世代・地域を越えた交流機会の拡充

③地域福祉ネットワークの構築

(n=632)

進んだ 進んでいない わからない 無回答
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⑧取組に対する評価について 

取組に対する評価について、満足度を見ると、すべての項目で「わからない」が最

も多くなっています。 

「⑨健康づくり、地域医療の充実」では「満足（満足＋やや満足）」が「不満（不

満＋やや不満）」を上回っていますが、他の項目においては『不満』の方が多くなっ

ています。 

取組の重要度を見ると、「④安全安心なまちづくり」が 54.8％で最も多く、次いで

「⑥高齢者にやさしい環境づくり」が 51.4％となっています。 

次頁は、満足度と重要度を点数化して散布図に示したものであり、満足度が低く、

重要度が高い最優先取組は、「④安全安心なまちづくり」、「⑤子育てにやさしい環境

づくり」、「⑥高齢者にやさしい環境づくり」、「⑦障がい者にやさしい環境づくり」と

なっています。 

 

■第２次計画の評価（１つ） 

 

  

13.2

10.8

13.7

16.6

11.4

10.8

7.4

6.8

19.1

8.8

12.6

13.7

16.1

17.7

33.3

18.5

18.6

15.8

12.5

15.0

16.8

14.2

56.0

55.4

50.2

33.7

52.2

53.6

59.0

63.1

48.6

56.6

55.4

17.1

17.7

18.5

16.5

17.9

17.1

17.7

17.6

17.2

17.7

17.7

0% 50% 100%

①地域福祉活動の促進

②地域活動の担い手の育成

③地域の活動拠点づくり

④安全安心なまちづくり

⑤子育てにやさしい環境づくり

⑥高齢者にやさしい環境づくり

⑦障がい者にやさしい環境づくり

⑧生活困窮者の自立に向けた支援

⑨健康づくり、地域医療の充実

⑩相談、情報提供体制の充実・強化

⑪充実した福祉サービスに向けて

(n=632)

満足+やや満足 不満+やや不満

わからない 無回答

39.6 

42.5 

35.3 

54.8 

48.9 

51.4 

46.5 

39.4 

41.8 

42.2 

37.9 

0% 50% 100%

【評価】（満足度） 【評価】（重要度）

高い+やや高い
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■第２次計画の評価と今後の重要度から見る取組の優先度 

 

 

  

Ｃ

①地域福祉活動の促進

②地域活動の担い手の育成

③地域の活動拠点づくり

④安全安心なまちづくり

⑤子育てにやさしい環境づくり

⑥高齢者にやさしい環境づくり

⑦障がい者にやさしい環境づくり

⑧生活困窮者の自立に向けた支援

⑨健康づくり、地域医療の充実

⑩相談、情報提供体制の充実・強化

⑪充実した福祉サービスに向けて

30

35

40

45

50

55

60

65

70

20 30 40 50 60 70 80

満足度：低

重要度：高
満足度：高

重要度：高

満足度：高

重要度：低

満足度：低

重要度：低

満足度

重

要

度

≪偏差値≫
満足度 重要度 優先取組

①地域福祉活動の促進 59.5 43.1

②地域活動の担い手の育成 51.6 46.6

③地域の活動拠点づくり 53.2 36.7

④安全安心なまちづくり 25.5 67.0 ◎

⑤子育てにやさしい環境づくり 48.5 61.5 ◎

⑥高齢者にやさしい環境づくり 46.6 62.0 ◎

⑦障がい者にやさしい環境づくり 46.1 55.8 ◎

⑧生活困窮者の自立に向けた支援 49.9 43.7 ○

⑨健康づくり、地域医療の充実 64.7 46.2

⑩相談、情報提供体制の充実・強化 47.5 47.6 ○

⑪充実した福祉サービスに向けて 56.9 39.7
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⑨社会福祉協議会について 

東金市社会福祉協議会の認知度は、「よく知っている」と「知っている」を合わせ

ると 50.2％となっています。一方、地区社会福祉協議会の認知度は、「知らない」が

62.7％を占めています。 

東金市社会福祉協議会が行う活動・支援として充実してほしいものは、「誰もが安

心して在宅で生活するための福祉サービスの充実」が 38.8％で最も多く、以下「災

害時におけるボランティア活動の体制整備」が 36.6％、「気軽に相談できる福祉総

合相談の充実」が 26.6％などとなっています。 

 

■東金市社会福祉協議会の認知度（１つ） ■地区社会福祉協議会の認知度（１つ） 

  

■東金市社会福祉協議会が行う活動・支援として充実してほしいもの（複数可） 

 

 

よく知っている

6.8%

知っている

43.4%
知らない

40.7%

無回答

9.2%

(n=632)
よく知っている

3.6%

知っている

23.4%

知らない

62.7%

無回答

10.3%

(n=632)

38.8

36.6

26.6

17.6

15.5

15.0

14.6

12.3

12.2

11.6

1.1

8.7

3.6

6.3

0% 20% 40% 60%

誰もが安心して在宅で生活するための福祉サービスの充実

災害時におけるボランティア活動の体制整備

気軽に相談できる福祉総合相談の充実

住民による見守りや支え合い活動への支援

広報紙やインターネット等による福祉に関する情報発信の充実

隣近所や区会等、地域における住民同士の交流活動への支援

地域住民への福祉に関する情報の普及啓発

高齢者や障がい者が自立した地域生活を支援する成年後見事業の充実

日常的なボランティア活動の参加促進と支援

学校等における福祉教育の推進

その他

わからない

特にない

無回答

（n=632）
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３  団体アンケート調査結果 

 

①計画の認知度について 

第２次計画の認知度（知っていた）は 58.7％となっています。 

市民アンケート調査と比較すると、認知度が高いことがわかります。 

 

■計画の認知度（１つ）  

  

 

②地域の取組状況について 

地域の取組状況について、いずれも「進んでいない」が最も多く、「①地域人材の

発掘・育成」と「②世代・地域を越えた交流機会の拡充」では過半数を占めています。 

市民アンケート調査では「わからない」が大半を占めており、取組の認知度が高い

ことがわかります。 

 

■地域の取組状況（１つ） 

 

  

知っていた

58.7%

知らなかった

37.6%

無回答

3.7%

団体(n=189) 計画の内容まで

知っている
0.9%

計画があることは

知っている

14.7%

知らない

79.4%

無回答

4.9%

市民(n=632)

6.9

10.6

9.0

51.3

54.5

44.4

39.7

32.3

38.1

2.1

2.6

8.5

0% 50% 100%

①地域人材の発掘・育成

②世代・地域を越えた交流機会の拡充

③地域福祉ネットワークの構築

団体(n=189)

進んだ 進んでいない わからない 無回答

0.5

0.5

1.3

15.2

16.5

13.8

70.3

67.7

69.8

14.1

15.3

15.2

0% 50% 100%

市民(n=632)
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③連携団体について 

地区の中で連携できると思う団体は、①～③のいずれの取組においても、「地区振

興協議会」、「区長会」、「地区社協」、「民生委員・児童委員」、「ボランティア」、「長寿

会」、「子ども会」の割合が比較的高くなっており、身近な地域の団体が重要視されて

いることが伺えます。 

一方、「日赤奉仕団」や「青少年相談員」など、関わりが限定的になる団体の割合

は低くなっており、地域共生社会の実現に向けて、多様な主体と連携した地域づくり

を推進していく必要があります。 

 

■地区の中で連携できると思う団体（１つ） 

 

  

②世代・地域を越えた
交流機会の拡充

③地域福祉ネット
ワークの構築

①地域人材の発掘・
育成

47.1

59.8

64.0

60.8

55.0

58.2

22.2

51.9

23.3

37.6

30.2

37.6

14.8

41.3

21.7

18.5

10.6

3.2

7.9

0% 50% 100%

地区振興協議会

区長会

地区社協

民生委員・児童委員

ボランティア

長寿会

青少年相談員

子ども会

PTA

学校

食生活改善会

体育協会

日赤奉仕団

消防団

青年会

福祉施設

商店（企業）

その他

無回答

(n=632)

45.0

52.9

59.3

49.7

47.6

56.1

20.1

52.4

25.9

39.7

27.5

32.3

12.7

37.0

21.7

16.4

10.1

4.8

18.0

0% 50% 100%

45.5

54.0

59.3

59.3

49.2

49.2

18.5

38.1

20.1

27.0

24.3

24.3

15.9

32.3

16.4

22.2

11.1

2.6

23.3

0% 50% 100%
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 第３節  第２次計画の評価 

 

１  地域福祉を推進する地域づくり【基本目標１】 

 

基本目標１の達成度は 88.5％で、概ね目標を達成できている状況です。 

地域づくりにおいては、市民参加・地域参加が最も必要な要素であり、少子高齢化や

コミュニティの希薄化といった地域への影響を最も受ける基本目標となっています。 

令和２年度に策定した「東金市第４次総合計画」では、各施策の下支えとなる「まち

づくりの基礎・土台」として「市民力・地域力・多様なコミュニティ力」の必要性を記

載し、人口減少や少子高齢化といった問題が多様化・複雑化していく中で、特に公助の

部分において市民連携が必須であることを示しています。 

今後は、地域のあり方を再考するとともに、福祉分野における地域づくりの新たな方

向性を示していくことが課題となります。 

 

■達成度（達成事業数/事業数） 

 合計 社協 市 

基本目標１ 全体 23/26 8/9 15/17 

基本施策１ 地域福祉活動の推進 12/14 3/3 9/11 

基本施策２ 地域活動の担い手の育成 8/8 5/5 3/3 

基本施策３ 地域の活動拠点づくり 3/4 0/1 3/3 

 

 

２  いつまでも安全・安心に暮らせる地域づくり【基本目標２】 

 

基本目標２の達成度は 85.5％で、概ね目標を達成できている状況です。 

しかし、令和元年の豪雨災害、依然として収束が見えない新型コロナウイルス感染症

など、生活に直結することへの市民の関心は非常に高くなっており、最も検証が必要な

基本目標となっています。 

今後は、各取組を検証するとともに、行政と市民がともにこれまでの経験を活かし、

いつまでも安全に安心して暮らせる福祉の環境づくりに努めることが課題となります。 
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■達成度（達成事業数/事業数） 

 合計 社協 市 

基本目標２ 全体 59/69 16/18 43/51 

基本施策１ 安全安心なまちづくり 20/22 5/5 15/17 

基本施策２ 子育てにやさしいまちづくり 15/17 3/4 12/13 

基本施策３ 高齢者にやさしい環境づくり 8/10 3/4 5/6 

基本施策４ 障がい者にやさしい環境づくり 8/9 3/3 5/6 

基本施策５ 生活困窮者の自立に向けた支援 2/2 1/1 1/1 

基本施策６ 健康づくり・地域医療の充実 6/9 1/1 5/8 

 

 

３  福祉サービスの充実した地域づくり【基本目標３】 

 

基本目標３の達成度は 100％で、すべての目標を達成できている状況です。特に福祉

に関する相談窓口は、市民ニーズに対応するために必要な体制を確保しています。 

これからの福祉サービスの需要は、生活様式の多様化によりさらに増加し、その相談

内容も多岐にわたった横断的な相談が増加していくことが予想されます。しかし、相談

を受ける側のマンパワーには限界があることから、これまでの相談体制を見直すととも

に、SNS などの情報通信手段の活用やプッシュ型の情報発信などを行い、自宅で必要な

情報を入手し、相談することが可能となる体制づくりを検討していく必要があります。 

また、地域福祉活動の大きな推進主体となる社会福祉協議会の会員については、高齢

化の影響もあり、減少傾向にあります。社会福祉協議会に対する需要が増える中で、今

後は、個人会員だけでなく企業などを含めた包括的な体制づくりと、地域全体で福祉に

取り組むための意識づけが課題となります。 

 

■達成度（達成事業数/事業数） 

 合計 社協 市 

基本目標３ 全体 27/27 12/12 15/15 

基本施策１ 相談・情報提供体制の充実・強化 18/18 7/7 11/11 

基本施策２ 充実した福祉サービスに向けて 9/9 5/5 4/4 
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４  総合評価 

 

①実績概要 

第２次計画では、122 の評価項目があり、そのうち 109 の評価項目で「達成でき

た」と評価しており、概ね目標を達成できている状況です。特に福祉サービス関連の

相談体制や健康づくりにおいては、十分な成果を挙げていると言えます。 

一方で、令和元年の台風 15 号をはじめとする豪雨災害、新型コロナウイルス感染

症の長期にわたる影響など、第２次計画の策定時には想定していなかったことが起こ

りました。そのため、予定していた事業展開ができない、規模を縮小せざるを得ない

といった弊害が一部の事業で起こっています。 

本計画では多くの事業を引き続き実施していきますが、実施にあたっては、第２次

計画の経験を活かして検討していくことが重要です。 

 

■達成度（達成事業数/事業数） 

 合計 社協 市 

第２次計画 全体 109/122 36/39 73/83 

基本目標１ 地域福祉を推進する地域づくり 23/26 8/9 15/17 

基本目標２ いつまでも安全・安心に暮らせる地域づくり 59/69 16/18 43/51 

基本目標３ 福祉サービスの充実した地域づくり 27/27 12/12 15/15 

 

②今後の方向性 

近年、生活様式の多様化・複雑化、少子高齢化による影響が顕著となり、想定外の

事象に対して、個人の力で対応するには限界があり、家庭においてもマンパワーが圧

倒的に不足しています。 

こうした中、家庭における問題の解決策として、地域のつながりや連携が重要であ

り、自助・共助・公助といった従来の取組を支える、土台としての地域コミュニティ

が必要とされています。 

地域コミュニティは、本来人々が共に助け合うために自然発生したものであり、

人々の生活を支える福祉分野における問題解決に大きく寄与するものであると言え

ます。そのため、困ったことに対して手を取り合い、共に助け合う、人々の本来の行

動理念に基づく「互助」の取組を広めていくことが重要です。  
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 第４節  東金市の地域福祉を取り巻く課題 

 

１  地域の“力”を育てる 

 

①地域への理解・関心を高める 

市民アンケート調査によると、近所付き合いについて、あいさつや立ち話程度と

回答した市民が６割強を占めています。 

また、区会・自治会への加入率は年々減少しており、その理由は、特に困ること

がない、人間関係のしがらみや付き合いが面倒といった内容が多く、ともに前回調

査から割合が上昇しています。 

加えて、市や社協、地域の取組もあまり認知されていない状況です。 

このような中、これからの近所付き合いについては、積極的な関わりを持つこと

が望ましいと考える市民が多くなっており、地域の現状や取組を広く周知するとと

もに、地域の活動を支援する取組や、より地域への関心が深まる取組を展開するこ

とが求められます。 

 

②情報を適切に発信する 

市民アンケート調査によると、福祉サービスの情報について、４割弱がほとんど

入手できていないと回答しています。 

特に各種福祉サービスに関する情報が必要とされており、高齢者や障がい者、生

活保護世帯など、支援を必要とする市民は増加傾向にあることを踏まえ、市民の主

な情報入手方法である広報とうがね・福祉だよりの内容を充実するとともに、SNS

などの多様な媒体を活用した適切な情報提供が求められます。 
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２  助け合う“場”をつくる 

 

①地域での支援を広げる 

本市では、高齢化率が 30％を超え、今後ますます少子高齢化が進んでいくこと

が予測されます。加えて、新型コロナウイルス感染症の影響で、地域での行事や集

まりができない状況が続いており、人と人との繋がりがさらに希薄化するとともに

孤立する世帯が増えていることも考慮しなければなりません。 

市民アンケート調査においても、２割強の市民がコロナ禍で近所付き合いを控え

ていることがわかりました。その中で、住民同士がともに支え合う地域づくりを進

めるために、地域の人々の交流の場を増やすことや、支援を必要とする人々の情報

を共有することなどが重要視されています。 

そのため、社会構造の変化やコロナ禍での暮らしの変化などを踏まえ、身近な繋

がりを再構築し、新たな日常における支援体制を充実することが求められます。 

 

②多様かつ複雑な問題を解決する 

市民アンケート調査によると、地域の安全・安心に加えて、子どもや高齢者、障

がい者にやさしい環境づくりの重要度が高くなっています。 

しかし、課題が複合化・複雑化しているケースや制度の狭間にあるケース、地域

の中で孤立しているケースなどが増加しており、従来の対象者ごとの支援だけでは

対応が困難になってきています。 

そのため、既存の相談支援や地域づくりの取組のさらなる充実を図るとともに、

各分野が相互に連携しながら、地域全体で包括的に支援していくための体制づくり

が求められます。 

また、国及び県の考え方を踏まえて、生活困窮者支援や再犯防止など、福祉の各

分野に共通する取組を推進することが求められます。 
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３  支え合う“人”と“仕組み”をつくる 

 

①地域の担い手を育成する 

本市には 80 のボランティア団体が活動しています。市民アンケート調査による

と、地域活動やボランティア活動等の地域の活動への参加は約２割にとどまってお

り、担い手の高齢化や新たな担い手がいないなど、活動の担い手の確保・育成が課

題となっています。 

活動への参加にあたっては、気軽さや日時の自由度、身近な場所であることなど

が重要視されています。 

そのため、地域の実情を踏まえ、幅広く担い手を確保するための仕組みづくりを

行うとともに、次代の担い手となる世代を育成していくことが求められます。 

また、人と人、人と組織をつなぐネットワークを強化し、広く地域に展開してい

くことが求められます。 

 

②安全・安心を確保する 

市民アンケート調査によると、安全・安心なまちづくりの重要度が最も高くなっ

ており、本市における最優先施策として位置付けられています。 

身近な地域で住民が取り組むべきこととしても、緊急時の対応や防犯・防災など

の安全・安心に関する取組が上位に挙げられています。 

本市では、高齢化や核家族化が進む中で、高齢者や障がい者、生活保護世帯など

の支援を必要とする市民が年々増加しており、誰もが地域で安全に安心して暮らす

ことができる地域づくりが求められます。 

また、新型コロナウイルス感染症等の感染症発生時の対策について、支援体制の

整備や取組の周知を図ることが求められます。 

 

 

 



 

 

白紙  
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（白紙） 
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 第１節  基本理念・基本方針 

 

１  基本理念 

 

本市では、平成 24 年３月に策定された「東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画」

（第１次計画）において、市民一人ひとりの尊厳を守り、地域の支えあいの下で、誰も

が住み慣れた地域で自分らしく生きていくことのできる地域社会を目指して、地域福祉

を推進してきました。 

また、平成 29 年３月に策定された第２次計画においても、この理念を引き継ぎ、地

域住民や地域の多様な主体が、地域社会の課題を主体的に解決するために参画できる仕

組みを構築していくことで、地域共生社会の形成を目指してきました。 

第３次計画においても、障がい者や高齢者、子ども、生活困窮者等を含めたすべての

人々を住み慣れた地域で包括して互いに支え合う、地域共生社会の実現を目指す基本的

な方向性は変わらないことから、引き続き「自然豊かな郷土で 市民が支え合って ぬ

くもりあふれるまち 東金」を基本理念とし、計画を推進します。 

 

■基本理念 

 

自然豊かな郷土で 市民が支え合って 

ぬくもりあふれるまち 東金 
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２  基本方針 

 

近年、生活様式の多様化・複雑化、少子高齢化による影響が顕著となっており、地域

の問題を解決するために、市民一人ひとりの力の向上、地域のつながりや連携の強化が

必要です。 

令和３年３月に策定された第４次東金市総合計画では、本市が「未来へ続く」まちで

あり続けるために、「地域コミュニティの強化」を重要なものとして捉えています。 

本来、地域コミュニティは人々が共に助け合うために自然発生したものであることか

ら、その対象はすべての市民であり、人々の生活を支える福祉分野において、地域コミ

ュニティが担う役割は非常に大きくなります。 

こうしたことから、人間本来の行動理念と言える互いに助け合うこと、つまり「互助」

こそが、本市が抱える福祉分野における諸問題の解決策と捉え、「互いに助け合うまちを

目指して」を本計画の基本方針とします。 

 

■基本方針 

 

互いに助け合うまちを目指して 
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 第２節  施策概要・施策体系 

 

１  施策概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域福祉計画【市】 地域福祉活動計画【市社協】 

基本目標 １ 地域力の強化 １ 互いを気にするきずなづくり 

取組方針 

１ 地域福祉活動への支援 

２ 地域福祉の理解と関心を深める取組

の推進 

３ 地域福祉情報の提供 

１ ご近所力（互近助力）の向上 

２ ふくしの情報提供機能の充実 

 

 

 地域福祉計画【市】 地域福祉活動計画【市社協】 

基本目標 ２ 市民に寄り添う支援体制の整備 ２ 繋がりを広げるまちづくり 

取組方針 

１ 相談体制の構築 

２ 自立と社会参加への支援 

３ 未来に繋がる子どもへの支援 

４ 社会福祉協議会との連携 

１ 孤立させない取組の強化 

２ ふれあいを育む場の推進 

３ 多様な主体と連携した地域づくりの推進 

４ 相談・支援体制の充実 

 

 

 地域福祉計画【市】 地域福祉活動計画【市社協】 

基本目標 ３ 安全な暮らしと健康づくり ３ 地域を支える人づくり 

取組方針 

１ 災害等に備えた地域体制づくり 

２ 犯罪や交通事故を防ぐ体制づくり 

３ 健康づくり、介護予防の推進 

４ 生活環境の整備 

１ 地域で活動する人材の育成 

２ ボランティア活動の活性化 

基本 
理念 

自然豊かな郷土で 市民が支え合って ぬくもりあふれるまち 東金 

基本 
方針 

互いに助け合うまちを目指して 

◇課題１  地域の“力”を育てる 

◇課題２  助け合う“場”をつくる 

◇課題３  支え合う“人”と“仕組み”をつくる 
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２  地域福祉計画の施策体系 

 

 

施策① 地域福祉計画の周知

⇒市民アンケートでの「計画を知らない」との

声を受けて、この計画を広く周知するための

方策を示します。

施策② 福祉教育の推進

⇒義務教育課程における福祉の基礎学習をはじ

め、インクルーシブ教育の推進、特別支援学

校との交流などを示します。

施策① 再犯防止の推進

⇒保護司活動に対する支援や、再犯防止計画と

して、罪を犯した人に対する再犯防止策等に

ついて示します。

施策② 生活困窮者への自立支援

⇒生活困窮者自立支援法に基づく事業など、生

活保護にまで至らない生活困窮者に対する施

策について示します。

施策③ 成年後見制度の利用促進
⇒成年後見制度の周知と利用促進の方策につい

て示します。

施策① 重層的支援体制の整備

⇒複合的な相談に対応するための包括的な支援

体制である重層的支援体制の整備について示

します。

施策② 公的相談窓口の充実

⇒市などの相談窓口について示します。

１ 相談体制の構築

２ 地域福祉の理解と関心を深める取組の推進

２ 自立と社会参加への支援

施策① 地域活動を担う人材の育成と支援

⇒民生児童委員や地区振興協議会の活動支援、

地域を支える人材の育成策などを示します。

施策② 地域活動への支援

⇒大学との連携や地域交流活動団体への支援な

どを示します。

１ 地域福祉活動への支援

基本目標１ 地域力の強化

基本目標２ 市民に寄り添う支援体制の整備

施策① 防犯意識の向上

⇒防犯組合やボランティアなどの活動を支援す

るとともに、詐欺被害から守る施策等につい

て示します。

施策② 配慮が必要な方の安全確保

⇒通学路の整備や子どもにとって危険な個所の

提示など、安全性の向上について示します。

施策① 配慮が必要な方の避難支援体制の構築

⇒障がい者、高齢者の個別避難計画などについ

て示します。

施策② 防災意識の啓発と支え合い

⇒自然災害等への対策や、支え合いの地域づく

りの在り方などについて示します。

施策③ 感染症等への対策
⇒新型コロナウイルス感染症に対する対策や、

アフターコロナの展望などについて示します。

１ 災害等に備えた地域体制づくり ２ 犯罪や交通事故を防ぐ体制づくり

基本目標３ 安全な暮らしと健康づくり
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施策① 制度やサービスの周知

⇒ヘルプマークの啓発や活用、公的福祉サービ

スの周知方策などを示します。

施策② 多様な手段を活用した情報提供の充実

⇒広報、ホームページだけでなくSNS、さらに

は新たな情報誌等の創設など、情報提供手段

について示します。

３ 地域福祉情報の提供

施策① 地域福祉活動推進事業への支援

⇒地区社会福祉協議会などが行う活動に対して

支援を行うことを示します。

施策② 社会福祉協議会の活動支援

⇒社会福祉協議会が行う事業に対する人的及び

財政的支援を示します。

施策① 子ども・子育て支援の充実

⇒子ども・子育て支援事業計画に基づく支援策

や、児童虐待防止策、利用者支援事業など、

子ども・子育て支援に関する施策を示します。

施策② 子どもの貧困対策

⇒子ども食堂やフードバンクなど、子どもの貧

困に対する施策を示します。

３ 未来に繋がる子どもへの支援 ４ 社会福祉協議会との連携

施策① 公共交通の充実

⇒デマンドタクシーや循環バスなどについて示

します。

施策② 配慮が必要な方への外出支援

⇒買い物困難者への支援や障がい者、要介護者

への外出支援について示します。

施策① 健康寿命の延伸と新事業の展開

⇒健康寿命を延伸させる取組や、国保、介護、

健康増進の各分野が連携する、健康づくりの

ための新たな組織体系について示します。

施策② 高齢者の社会参加と生きがいづくり

⇒高齢者保健福祉計画に基づく施策や介護予防、

日常生活支援の推進などについて示します。

３ 健康づくり、介護予防の推進 ４ 生活環境の整備
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３  地域福祉活動計画の施策体系 

 

   

施策① 住民交流の場の充実

⇒地域の交流行事や世代間交流行事の充実、同

じ悩みを抱えている人同士が交流できる場の

充実などを示します。

施策② ふれあいの場を担う活動者の支援

⇒サロンや交流行事の担い手に対して、関係者

同士の交流や情報交換の場（顔の見える場）

づくり、活動の活性化のための情報の充実な

どを示します。

施策① 見守り活動の推進

⇒見守りや声かけ活動等、ひとり暮らし高齢者

や障がい者世帯等の社会的孤立防止の取組な

どを示します。

施策② 支え合いの地域づくりの推進

⇒地域共生社会の実現に向けて、日常生活を地

域全体で支える仕組づくりなどを示します。

１ 孤立させない取組の強化 ２ ふれあいを育む場の推進

施策① 身近な地域・福祉を知る機会の充実

⇒一人ひとりが地域に関心をもてるような意識づくり、ゆるやかな隣近所とのつながりを目指し、福祉

座談会、興味をもてるような勉強会の活用なども示します。

施策② 身近な活動者の情報共有・連携強化

⇒地域で活動する団体の理解促進とつながりの強化、活動手法を共有化する場づくりや同じ目的や内容

の活動を共催化する等、効果的な事業の展開を示します。

施策③ 地域福祉活動計画の周知

⇒市民アンケート、地区別アンケートでの「計画を知らない」との声を受けて、この計画を広く周知す

るための方策を示します。

１ ご近所力（互近助力）の向上

基本目標１ 互いを気にするきずなづくり

基本目標２ 繋がりを広げるまちづくり

施策① 担い手の育成

⇒幅広い人材を対象とした講座の開催や、地域活動の担い手の育成などを示します。

施策② 福祉教育（福祉共育）の推進

⇒学校等と連携し高齢者や障がいのある方を理解するなどの福祉教育、体験を通して関係者が共に学び、

育ち合える取組を示します。

施策③ 小地域福祉活動の推進

⇒地区社会福祉協議会活動の支援、小地域ごとの福祉活動について示します。

１ 地域で活動する人材の育成

基本目標３ 地域を支える人づくり
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施策① わかりやすい情報の提供

⇒多様な情報提供方法を活用した、地域・福祉活動の「見える化・見せる化」の

充実について示します。

施策② 情報を必要としている人への支援

⇒情報を得ることが難しい方に対して、情報を得やすい方法や仕組みづくりにつ

いて示します。

施策③ 社会福祉協議会の理解促進

⇒身近な困りごとへの関心を高め、分野を問わず活動につなげる社会福祉協議会

について、理解できるよう示します。

２ ふくしの情報提供機能の充実

施策① 相談体制の充実

⇒日常生活に生じる様々な課題に対する、分野

を越えた相談支援の取組などを示します。

施策② 権利擁護の推進

⇒日常生活自立支援事業、成年後見制度の普及

啓発、市民の参加による権利擁護の推進など

を示します。

施策① 地域の団体同士の情報共有・連携強化

⇒企業や事業所等、多様な主体や関係機関同士

の情報共有、お互いの強みを活かした連携強

化を示します。

施策② 多様な主体の地域活動への参画の推進

⇒市民、地域団体、企業など、様々な主体の地

域活動参画の推進、社会福祉法人の地域にお

ける公益的な取組と地域福祉活動の関係構築

などを示します。

３ 多様な主体と連携した地域づくりの推進 ４ 相談・支援体制の充実

施策① ボランティア活動の推進

⇒気軽にボランティア活動に参加しやすい仕組みづくりと、効果的な情報発信などを示します。

施策② ボランティア・市民活動センター機能の充実

⇒多様なボランティア活動と参加したい人をつなぐ機能や相談窓口の充実・強化を示します。

施策③ 災害ボランティアセンターの体制づくり

⇒発災時の災害ボランティアセンターの設置・運営、市民の参加による継続した立ち上げ訓練実施や

体制づくりなどを示します。

２ ボランティア活動の活性化
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４  取組方針 

 

令和３年度から令和 12 年度までを計画期間とする「東金市第４次総合計画」では、

本市が目指す将来像である「豊かな自然と伝統を守り 未来へ続く My City 東金」の

実現に向けた施策を推進するにあたり、地域福祉の方向性について次のように記載して

います。 

 

■東金市第４次総合計画 基本構想 まちづくりの柱４ 安心で健やかな暮らしを創る 

（３）地域福祉の推進と社会保障制度の充実 

市民一人ひとりが地域で支え合い、生き生きと暮らせるよう社会福祉協議会などの関

係機関と連携し、地域福祉活動を推進します。 

また、全ての人が健康で文化的な暮らしを営めるよう、社会保障制度の適正な運用と周

知に努めるとともに、各種制度が安定的に運営できる対策を図ります。 

 

地域福祉計画と地域福祉活動計画の取組を推進するにあたっては、上記の考え方を踏

まえ、行政、社会福祉協議会、地域、市民がそれぞれの役割を担いながらともに手を取

り合い、相互に補完し合いながら「自然豊かな郷土で 市民が支え合って ぬくもりあ

ふれるまち 東金」の実現に向かって取り組みます。 

 

 

NPO

地区民児協

区会・自治会

地区振興協議会

福祉事業者

関係機関その他の団体
市民

東金市

（地域福祉計画）

東金市社会福祉協議会

（地域福祉活動計画）

自然豊かな郷土で 市民が支え合って ぬくもりあふれるまち 東金

ご近所

ボランティアグループ

地区社協
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第４章 市の施策展開 

≪地域福祉計画≫ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------  

平成27年９月の国連サミットにおいて、国際的に豊かで活力ある未来を創る「持続可能な開発目標

（SDGs：Sustainable Development Goals）」が示され、「誰一人取り残さない持続可能で多様性と包摂

性のある社会」の実現に向けて取組が進められています。 

SDGsの「誰一人取り残さない持続可能で多様性と包摂性のある社会」の実現は、社会保障・社会福祉が

これまで進めてきた歩みや「地域共生社会」づくりにつながるものです。 

本計画においても、SDGsの17の目標における取組を意識し、SDGsの達成に貢献していくことが求めら

れることから、第４章の市の施策展開では、施策ごとに関連するSDGsを記載します。 

------------------------------------------------------------------------------------------  
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 基本目標１  地域力の強化 

 

取組方針１   地域福祉活動への支援 

 

施策① 地域活動を担う人材の育成と支援 

 

地域の現状 

 

○地域活動の後継者不足が深刻な状況にあります。 

○支える人と支えられる人のパワーバランスが崩れてきており、このままでは地域福

祉活動の維持が困難になる可能性があります。 

○市民アンケートにおいて「地域活動やボランティア活動を活性化するためには、誰

が主導していくべきだと思いますか」という問いに対し、年齢が高い層において「住

民・地域」との回答が多い傾向にあります。  

 

市の方向性 

 

○誰もが支えることのできる社会を目指し、みんなで支え合い助け合うという意識の

醸成に努めます。 

○地域で積極的に活動する団体等を支援するとともに、負担が集中しないような組織

づくりに協力します。 

○福祉をはじめとした地域活動に親しむ機会を増やし、福祉を身近に感じることので

きるよう、周知啓発に努めます。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

民生委員・児童委員の
活動支援 

市民とのパイプ役となっている民生委員・児童
委員の活動を支援するとともに、活動の周知を
図ります。 

社会福祉課 

福祉人材の育成 
市民全体を対象とした福祉教育を展開すると
ともに、地区社協などと連携し、人材の育成に
努めます。 

関係各課 

福祉イベントの充実 
ボランティアまつりや東金チャレンジドフェス
タなどのイベントを支援するとともに、より市
民が福祉に関心を持つように周知を図ります。 

関係各課 

関連する SDGs 
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施策② 地域活動への支援 

 

地域の現状 

 

○地域活動の活性化には、地域そのものの主体性が重要であり、地域で活動する団体

がそれぞれ積極的に活動していますが、高齢化が進み、役員やメンバーの固定化が

課題となっています。 

○市民アンケートにおいて、「地域活動やボランティア活動などの支援活動」について

「参加したことがなく、今後も参加したいとは思わない」との回答が 3 割を超えて

います。 

○地域活動等の支援活動をしていない理由では、「忙しく時間が取れない」が最も多く、

次いで「活動に関する情報が少ない」「きっかけがない」という回答が多く見られま

した。 

 

市の方向性 

 

○地域で活動する様々な団体と協力し、その活動を積極的に支援していきます。 

○誰もが気軽に地域活動等の支援活動に参加できるような地域力の向上を支援してい

きます。 

○城西国際大学をはじめとした教育機関と連携し、地域活動を身近に感じることので

きるイベントの創設などを検討します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

地域活動団体への支援 
地域で活動する団体と積極的に連携し、その
活動の支援を行います。 

関係各課 

市民活動ガイドブック
の活用 

ボランティア活動団体をはじめとする市民
活動団体の情報を発信し、活動の活性化を支
援します。 

地域振興課 

教育機関等との連携 

城西国際大学等の設備や技術を応用し、地域
活動の活性化に資するようなイベント等の
創設や、地域に還元できるような事業連携に
努めます。 

関係各課 

  

関連する SDGs 
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取組方針２  地域福祉の理解と関心を深める取組の推進 

 

施策① 地域福祉計画の周知 

 

地域の現状 

 

○「地域福祉計画」は、社会福祉法第 107 条の規定に基づく計画であり、地域福祉推

進の主体である地域住民の参加を得て、地域生活課題を明らかにするとともに、そ

の解決のために必要となる施策などについて、関係機関などと協議のうえ定めるも

ので、地域福祉を推進するための「理念」や「仕組み」について策定します。 

○「地域福祉活動計画」は、社会福祉協議会が作成する地域福祉のための実践的な計

画であり、地域住民の自主的・自発的な行動計画となります。 

○市民アンケートでは「地域福祉計画を知らない」との御意見をいただいており、そ

の周知が課題となっています。 

 

市の方向性 

 

○「地域福祉計画・地域福祉活動計画」について、広報やホームページといった従来

の媒体による周知だけではなく、SNS や新たな媒体を活用し、広く市民に知っても

らうための施策展開を図ります。 

○計画の概要版や簡易版を作成し、誰もが手に取れる計画とします。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

【新規】 
地域福祉計画等の周知 

SNS や新たな媒体を活用し、計画周知に努
めるとともに、簡易的な計画を作成し、誰も
が手に取れるものにします。 

社会福祉課 

  

関連する SDGs 
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施策② 福祉教育の推進 

 

地域の現状 

 

○市民アンケートにおいて、10 代・20 代の３割以上の方が「福祉に関心がない」と

回答しており、幼少期からの福祉活動への慣れ親しみ、若い世代が地域福祉活動へ

参加しやすい環境づくりが課題となっています。 

○様々な差別や偏見をなくす取組に義務教育から親しむことで、障壁の無い平等な社

会づくりが求められています。 

 

市の方向性 

 

○義務教育課程における福祉の基礎学習をはじめ、インクルーシブ教育の推進、特別

支援学校との交流などを進めます。 

○差別や偏見をなくすための啓発活動や交流の機会について、さらに促進します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

学校施設等の改善 
ユニバーサルデザインに配慮した環境を目
指し、だれもが最適な教育を受けられるよう
にします。 

学校教育課 

県立東金特別支援学校
との連携 

特別支援学校と連携を実施している学校に
おける交流をさらに活性化するとともに、交
流する学校を拡大できるよう支援します。 

学校教育課 

学校における福祉教育
の推進 

総合学習等において、福祉についての理解を
深め、人権意識を高める取組を行うととも
に、インクルーシブ教育を推進します。 

学校教育課 

  

関連する SDGs 
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取組方針３   地域福祉情報の提供 

 

施策① 制度やサービスの周知 

 

地域の現状 

 

○福祉の関する制度やサービスは多岐にわたっていますが、全てが浸透しているわけ

ではありません。 

○市民アンケートにおいて、「福祉サービスに関する情報を得ている」人の割合は４割

強である一方、３人に１人は「ほとんど入手できていない」と回答しており、さら

なる周知活動が必要となっています。  

 

市の方向性 

 

○福祉の関係各課が所管する制度やサービスについて、さらに周知に努めるとともに、

分かりやすい周知方法などを検討します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

公的福祉サービスの
周知 

所管する制度やサービス内容について、分かり
やすい形での周知に努めます。 

関係各課 

ヘルプマークの啓発・
活用 

ヘルプマーク（援助や配慮などが必要な方が、
緊急時や災害時、困ったときに周囲の人に手助
けをお願いしやくするためのもの）等の周知・
啓発を図ります。 

社会福祉課 

  

関連する SDGs 
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施策② 多様な手段を活用した情報提供の充実 

 

地域の現状 

 

○市民アンケートにおいて、「福祉サービスに関する情報を得ている」人の割合は４割

強である一方、３人に１人は「ほとんど入手できていない」と回答しており、さら

なる周知活動が必要となっています。 

○「福祉サービスについて、特にどのような情報が欲しいと思うか」という問いに対

し、行政及び福祉サービス事業者の「各種福祉サービスの種類・内容に関する詳細

な情報」との回答が８割近くを占めており、地域福祉に関する情報提供の充実が強

く求められています。 

 

市の方向性 

 

○広報、ホームページといった従来の広報媒体だけでなく、SNS を活用した福祉サー

ビス等の情報提供に努めます。 

○福祉に特化した新たな情報誌の作成を検討します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

広報・ホームページ
による情報提供 

市民ニーズに対応した広報等の掲載方法につ
いて、改善を図ります。 

秘書広報課 
関係各課 

【新規】 
新たな情報誌の作成 

福祉情報の提供に特化した形のオリジナル情
報誌を作成します。 

社会福祉課 
関係各課 

情報提供手段の検討 
図書館での蔵書展示とあわせた事業のお知ら
せや、みのりの郷での啓発など、既存の手段に
とらわれない広報のあり方を検討します。 

関係各課 

子育てガイドブック
ひろばや子育てアプ
リによる情報提供 

子育てに関する行政の様々な情報などを発信
します。 

子育て支援課 
健康増進課 

  

関連する SDGs 
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 基本目標２  市民に寄り添う支援体制の整備 

 

取組方針１   相談体制の構築 

 

施策① 重層的支援体制の整備 

 

地域の現状 

 

○市民が抱える課題が複雑化・複合化しており、従来の分野別の支援体制では、複雑・

複合的な課題や制度の狭間のニーズへの対応が困難になっています。  

 

市の方向性 

 

○対応が複数の課にまたがるような相談に対して、一人ひとりに寄り添った全庁横断

的な対応を心掛け、市民のみなさんが安心して相談できる体制をつくります。 

○新たに創設された重層的支援体制整備事業の整備に向けて取り組みます。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

【新規】 
重層的支援体制整備
事業の検討 

複合・複雑化した支援ニーズに対応する包括的
な支援体制の整備に向けて検討を行います。 

社会福祉課 

  

関連する SDGs 
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施策② 公的相談窓口の充実 

 

地域の現状 

 

○公的な窓口は、市民にとっての身近な窓口であり、相談体制の構築と機能の強化は、

市民の利便性の向上を図る上で、常に求められています。 

○福祉に関する相談は、複雑多岐にわたることが多く、解決のためには、公的な窓口

だけでなく、様々な関係機関との迅速な連携が求められています。 

○市民アンケートでは高齢者の定住意向が７割を超えており、住み慣れた地域で安心

して暮らし続けることができるように高齢者等に向けての相談体制の充実が求めら

れています。 

 

市の方向性 

 

○各窓口において、「気づく・つなぐ・見守る」ことを主眼に置いた対応を心掛けます。 

○委託型として新たに市内２か所に設置された地域包括支援センターを支援し、高齢

者に関する包括的な相談支援体制を構築します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

各課窓口の対応向上 
庁内各課における相談に対して、対応の向上
を心掛けます。 

関係各課 

地域包括支援センター
事業 

高齢者の保健・福祉・介護に関する総合相談
窓口として様々な相談に対応します。 

高齢者支援課 

【新規】 
基幹相談支援センター
事業 

令和４年４月に、３市３町で共同設置する基
幹相談支援センターにおいて、様々な相談に
応じ、障がい者の支援体制等の強化を図りま
す。 

社会福祉課 

  

関連する SDGs 
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取組方針２   自立と社会参加への支援 

 

施策① 再犯防止の推進 

 

地域の現状 

 

○犯罪や非行を犯した人の中には、貧困や疾病など様々な生きづらさを抱え、立ち直

りに困難を抱える者が少なくありません。こうした方の再犯を防止し、地域で孤立

させない支援を行う必要があります。  

 

市の方向性 

 

○地域住民の理解と協力を得ながら、地域で孤立させない支援を行い、犯罪や非行の

ないまちを目指します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

更生保護関係団体への
支援 

保護司会や更生保護女性会などの活動に対
して支援を行います。 

社会福祉課 

社会を明るくする運動 
保護司会や更生保護女性会と協力して、犯罪
や非行の防止と更生について理解を深める
よう、啓発活動を行います。 

社会福祉課 

  

関連する SDGs 
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施策② 生活困窮者への自立支援 

 

地域の現状 

 

○市では、自立相談支援、住居確保給付金の支給、家計改善、学習支援を実施するこ

とで、生活困窮者への支援を行っています。 

○生活保護に関しては、国の基準に則り、適正な実施を確保しつつ、自立に向けた支

援を行っています。 

 

市の方向性 

 

○生活困窮者自立支援法に基づき、生活に困窮する人が、安心して自立に向けた支援

が受けられるように体制を整えます。 

○自立相談支援機関やハローワーク等の就労支援機関と連携し、一体的な就労支援を

行います。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

生活困窮者の自立支援 
生活困窮者の自立の促進を図るため、相談支
援、家計改善、住居確保給付金の支給といっ
た支援を行います。 

社会福祉課 

生活保護の適正な運営 
ケースワーカーにおいて、生活困窮者からの
相談を受け、生活改善等に向けた支援策につ
いて助言を行います。 

社会福祉課 

  

関連する SDGs 
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施策③ 成年後見制度の利用促進 

 

地域の現状 

 

○高齢化や家族構成の変化により、認知症の方や一人暮らし高齢者等が増加傾向にあ

り、生命、身体、財産・自由等を守るための対策が求められています。  

 

市の方向性 

 

○身寄りがない方でも安心して生活ができるよう、成年後見制度の普及啓発を図りま

す。 

○地域や行政が一体となって、認知症や精神上の障がいにより判断能力が不十分であ

る方の尊厳を守る支援体制を整えます。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

成年後見制度の普及
啓発 

認知症や障がい等により、判断能力が不十分な
方の権利を法的に守り、支援を行う、成年後見
制度の周知を図ります。 

高齢者支援課 
社会福祉課 

成年後見制度利用支
援事業 

身寄りがなく、成年後見の申立てをする親族が
いない高齢者等に対して、成年後見制度の利用
支援を行います。 

高齢者支援課 
社会福祉課 

市民後見人等の育成 
市民が成年後見人になる市民後見人制度の導
入を、関係機関と連携して検討します。 

高齢者支援課 
社会福祉課 

  

関連する SDGs 
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取組方針３  未来に繋がる子どもへの支援 

 

施策① 子ども・子育て支援の充実 

 

地域の現状 

 

○少子化が進む中で、子どもを安心して産み育てられる環境づくりと、子育て支援の

充実が求められています。 

○育児への不安や悩みを抱える子育て世帯からの相談が増加傾向にあります。  

 

市の方向性 

 

○「東金市就学前児童施設の今後のあり方について」に基づき、公立幼稚園・保育所

を再編し、保育・幼稚園ニーズの受け皿を確保しつつ、幼児期の教育と小学校教育

を円滑に接続する教育・保育を提供します。 

○全ての人が安心して子どもを産み育てることができるような相談体制を構築します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

子ども・子育て支援
施策の充実 

子ども・子育て支援事業計画に基づき、地域子
ども・子育て支援事業を継続して実施します。 

こども課 

公立幼稚園・保育所
の再編 

就学前児童数や教育・保育ニーズの動向を踏ま
え、公立と民間との役割分担も考慮しながら、
市民のニーズを充足しうる公立幼保施設の再
編を図ります。 

こども課 

幼児教育と小学校教
育の円滑な接続 

小学校への円滑な接続に向けた幼・保・小の職
員間の研修や、情報共有の強化を図ります。 

こども課 
学校教育課 

【新規】 
家事・育児支援サー
ビス 

ボランティア人材を育成し、多胎児世帯に対す
る家事・育児支援を行います。 

健康増進課 

子育て世代包括支援
センター 

子育て支援コーディネーターや保健師が子育
て中のご家族からの様々な相談に対応します。 

子育て支援課 
健康増進課 

児童虐待防止に向け
ての取組 

児童虐待の防止及び早期発見を図るため、関係
機関との連携を強化し、未然防止に努めます。 

子育て支援課 

関連する SDGs 
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施策② 子どもの貧困対策 

 

地域の現状 

 

○新型コロナウイルス感染症や社会情勢の変化などにより、生活困窮世帯は増加傾向

にある中で、十分な食事や家庭での教育を享受できない子どもがいます。 

○生活が困窮していることにより、家庭学習の習慣ができない家庭があります。  

 

市の方向性 

 

○生活困窮世帯の子どもに対する学習支援に積極的に取り組みます。 

○民間のこども食堂等と連携し、地域で孤立する子どもをなくす取組を支援します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

子どもの学習支援 
ひとり親や生活困窮の世帯の中学生を対象に、
高校への進学を目指した学習支援を行います。 

社会福祉課 

子どもの貧困対策に
関わる団体への支援 

こども食堂をはじめとした子どもの居場所づ
くりや食事の提供などの活動する団体を支援
し、啓発活動に取り組みます。 

社会福祉課 

  

関連する SDGs 
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取組方針４  社会福祉協議会との連携 

 

施策① 地域福祉活動推進事業への支援 

 

地域の現状 

 

○地域では様々な方が地域福祉活動に携わっていますが、メンバーの固定化が進んで

おり、地域福祉活動の内容がわからない方が増えています。 

○地域福祉活動は、地域の主体性が必要な活動ですが、社会の多様化、複雑化、少子

高齢化の影響により、マンパワー不足となっています。  

 

市の方向性 

 

○社会福祉協議会が策定する地域福祉活動計画に積極的に関与し、共に、小地域にお

ける地域福祉の推進体制の充実と自主活動の促進を図り、市全体の地域福祉力の向

上を目指します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

地域福祉活動計画の
各事業への取組支援 

地域福祉活動計画に積極的に関与し、地域福祉
の推進体制の充実と自主活動の促進を図りま
す。 

庁内各課 

  

関連する SDGs 
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施策② 社会福祉協議会の活動支援 

 

地域の現状 

 

○社会福祉協議会は、地域福祉の中心的な役割を担っています。 

○市民アンケートでは、東金市社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会の認知度が４

割程度となっており、活動の周知が必要です。  

 

市の方向性 

 

○東金市社会福祉協議会や地区社会福祉協議会と密に連携し、地域福祉を盛り上げる

ための活動に対し、積極的に支援を行います。 

○自助、共助、公助に加え、互助の考えを市民に浸透させる取組を進め、助け合いの

まちづくりを目指し、社会福祉協議会とともに市民の意識改革を図ります。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

東金市社会福祉協議会
との連携 

社会福祉協議会の実施する事業等に対して
積極的に支援を行い、連携を図ります。 

庁内各課 

  

関連する SDGs 
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 基本目標３  安全な暮らしと健康づくり 

 

取組方針１   災害等に備えた地域体制づくり 

 

施策① 配慮が必要な方の避難支援体制の構築 

 

地域の現状 

 

○災害への不安に対し、災害時の迅速かつ適切な情報提供、避難支援体制の強化、避

難生活における安全・安心の確保等が課題となっています。  

 

市の方向性 

 

○障がい者、高齢者など、災害時に何らかの手助けが必要な方が円滑に避難できるよ

う、避難行動要支援者の個別避難計画の作成に取り組みます。 

○圏域の高齢者福祉施設や障害者支援施設等と連携し、災害時における福祉避難所の

設置を進めます。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

災害時の情報提供 
配慮が必要な方へＳＮＳ、架電サービスを活
用した情報提供を行います。あわせてサービ
ス登録者数が増えるよう、周知します。 

消防防災課 

避難行動要支援者の個
別避難計画の作成・活
用 

実効性を伴う避難行動要支援者の個別避難
計画の作成に取り組みます。 

社会福祉課 
高齢者支援課 
消防防災課 

福祉避難所の設置 
福祉施設等との協定締結をはじめ、災害時に
受け入れをしてくれる福祉避難所の拡充を
図ります。 

社会福祉課 
高齢者支援課 
消防防災課 

【新規】 
妊産婦・乳幼児に対す
る避難者支援 

助産師会や関係機関の協力を得て、災害時に
避難所に避難された妊産婦・乳幼児の健康管
理を行います。 

健康増進課 

  

関連する SDGs 
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施策② 防災意識の啓発と支え合い 

 

地域の現状 

 

○令和元年に発生した豪雨災害などを踏まえ、自然災害時の対応について事前に備え

ておくための対策が求められています。 

○自主防災組織が立ち上がっている地区が限られています。  

 

市の方向性 

 

○自然災害等への対策や、地域で支え合うための組織づくりを支援します。 

○市民の防災意識の向上に努めます。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

自主防災組織育成事業 
全ての地区で、自主的な防災活動を実施でき
るよう、自主防災組織の設立・育成支援を行
います。 

消防防災課 

防災啓発事業 
市民の防災意識の向上を図るため、市主催の
防災イベント「防災フェスタ」や市民を対象
とした避難訓練を実施します。 

消防防災課 

  

関連する SDGs 
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施策③ 感染症等への対策 

 

地域の現状 

 

○新型コロナウイルス感染症は市民生活を大きく変化させ、その影響は計り知れませ

ん。 

○感染症対策のさらなる徹底とともに、アフターコロナへの展望が求められています。 

 

市の方向性 

 

○新型コロナウイルス感染症の収束に向けた取組をさらに進めます。 

○新たな感染症などの防止のため、市民の健康と安全をまもるための行動意識の啓発

に努めます。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

新型コロナウイルス
感染症等への対策 

感染状況や国の動向を踏まえ、迅速に対応する
とともに、市民への情報提供を含めて感染拡大
防止に向けた取組を進めます。 

健康増進課 

【新規】 
アフターコロナに向
けた支援策 

社会経済活動の成長と暮らしの安定化を図る
ため、全庁体制で支援策を検討し、適時対応し
ます。 

庁内各課 

  

関連する SDGs 
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取組方針２   犯罪や交通事故を防ぐ体制づくり 

 

施策① 防犯意識の向上 

 

地域の現状 

 

○犯罪被害件数のうち特殊詐欺（電話 de 詐欺等）・悪質商法などの被害における高齢

者の占める割合が増加傾向にあり、高齢者を守る対策が求められています。  

 

市の方向性 

 

○防犯組合やボランティアなどの活動を支援するとともに、啓発活動やパトロール活

動の充実を図ります。 

○市民の防犯意識の向上に努めます。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

防犯対策事業 

防犯組合への活動支援や、防犯パトロール活動
の充実を図ります。 
市民に対して、詐欺被害等防止のチラシを配布
し、防犯意識の向上を図ります。 

消防防災課 

  

関連する SDGs 
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施策② 配慮が必要な方の安全確保 

 

地域の現状 

 

○近隣自治体において子どもを巻き込んだ悲惨な事故が発生したように、子どもの安

全確保のために学校と地域が一体となった交通安全対策が求められています。 

○全国的にアクセル踏み間違い等による高齢者の事故が増えており、自動車事故の防

止対策が求められています。 

 

市の方向性 

 

○通学路の整備や危険な個所の提示など、道路の安全性の確保及び危険な箇所の把握・

点検に努めます。 

○警察や交通安全協会等と連携し、交通安全教育や啓発活動を推進し、市民の交通安

全意識の一層の高揚に努めます。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

交通安全対策事業 

子どもや高齢者に向けて交通安全教室を開
催します。 
高齢者の運転免許証返納を促す活動を行い
ます。 

消防防災課 
地域振興課 

交通安全施設整備事業 
通学路の安全確認を行い、危険箇所の整備を
図ります。 

学校教育課 
建設課 

  

関連する SDGs 
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取組方針３   健康づくり、介護予防の推進 

 

施策① 健康寿命の延伸と新事業の展開 

 

地域の現状 

 

○高齢化により、生産年齢人口が減少することで、支えられる側にならないよう誰も

が長く元気に活躍できる社会が求められています。 

○健康寿命の延伸には行政の取組だけではなく、市民一人ひとりの心がけが必要とな

るため、さらなる取組の周知と工夫が必要です。  

 

市の方向性 

 

○新たな事業として、国保、介護、健康の各分野が連携し、保健事業と介護予防を一

体的に実施することでフレイル予防を図り、市民ができるだけ生活機能の維持向上

が可能な状態を保てるように努めます。 

○とうがね健康プラン 21 に基づき、市民の健康づくりを推進するとともに、生活習

慣病の重症化防止等により、健康寿命の延伸や生活の質の向上を図ります。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

【新規】 
高齢者の保健事業と
介護予防の一体的な
実施 

企画調整などを担当する医療専門職を配置し、
高齢者に対する個別的支援や通いの場等への
積極的なアプローチを進めます。 

国保年金課 
高齢者支援課 
健康増進課 

生活習慣病予防と重
症化防止 

糖尿病や高血圧などの生活習慣病予防や糖尿
病性腎症等の重症化を予防するため、保健指導
をきめ細やかに実施し、早期治療につなげると
ともに、継続した生活習慣の改善を図ります。 

国保年金課 
健康増進課 

  

関連する SDGs 
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施策② 高齢者の社会参加と生きがいづくり 

 

地域の現状 

 

○2025 年にいわゆる団塊の世代が 75 歳以上となることなど、高齢者の増加に伴い

認知症高齢者も増加することが見込まれます。高齢者がいつまでも住み慣れた地域

で生活できるようにするための施策が求められています。 

○市民アンケートでは、６割以上の方が今の住まいに住み続けたいと回答しており、

特に 60 歳以上では７割を超えています。 

 

市の方向性 

 

○生涯学習、就労など自らの経験と知識を活かして積極的な社会参加を促し、交流の

場や機会の提供に努め、高齢者の生きがいづくりを推進します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

介護予防の推進 
「東金市ロコモ体操」の普及を図り、住民主
体による介護予防活動の取組を支援します。 

高齢者支援課 

支え合いの地域づくり
の推進 

地区ごとに高齢者のニーズを把握し、必要な
サービスの充実が図れる体制づくりを推進
します。 

高齢者支援課 

認知症施策推進事業 
認知症高齢者の尊厳が守られ安心して生活
できるよう、認知症に関する知識の普及啓発
の推進を図ります。 

高齢者支援課 

  

関連する SDGs 
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取組方針４   生活環境の整備 

 

施策① 公共交通の充実 

 

地域の現状 

 

○高齢者や障がい者の方など、日常生活の中で移動が困難な方の足として、また、交

通不便地域を解消するために、公共交通空白地域には市内循環バスを、加えて、市

内全域を対象にデマンドタクシーをそれぞれ運行しています。 

 

市の方向性 

 

○第３次東金市総合交通計画に基づき、市内循環バスやデマンドタクシーを含めた公

共交通の在り方について検討を進めます。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

総合交通計画推進事業 
令和４年度中に策定を予定している新たな
総合交通計画に基づき、今後の市の公共交通
施策を示します。 

地域振興課 

バス路線確保事業 
市内循環バスの運行により公共交通空白地
域の解消等を図ります。 

地域振興課 

デマンドタクシー運行
事業 

高齢者や障がい者など、日常生活の中で移動
が困難な方の足として、また、交通不便地域
を解消するために、デマンドタクシーの運行
をします。 

地域振興課 

  

関連する SDGs 
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施策② 配慮が必要な方への外出支援 

 

地域の現状 

 

○高齢化が進み、免許返納や地域商業の衰退等により今後移動困難な方が増えること

が見込まれ、こうした人々への外出支援策が課題となっています。 

○閉じこもりは様々な疾病の要因にもなり、また、外に出ることで人とのつながりを

保つことは人生を楽しく過ごすための活力になります。  

 

市の方向性 

 

○日常の買い物が困難な高齢者等を支援するため、市内全域で買い物支援事業を進め、

生活の利便性向上を図るとともに、ご近所がつながる場の提供、見守り支援を併せ

て行います。 

○福祉タクシーや介護タクシーについて、継続して実施し、障がい者や高齢者等の外

出支援や社会参加を推進します。 

 

具体的施策 

 

施策名 施策概要 担当課 

買い物支援事業 
高齢者等が住み慣れた地域でいつまでも元
気に暮らせるよう、地域、協力事業者と連携
して取り組みます。 

高齢者支援課 

【新規】 
介護予防・生活支援サ
ービスの新たな展開 

要支援者に対する新たな外出支援サービス
について検討します。 

高齢者支援課 

移動支援事業 
福祉タクシーやケアタクシーについて、今後
も継続して実施します。 

社会福祉課 
高齢者支援課 

 

関連する SDGs 
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------------------------------------------------------------------------------------------  

※第５章の具体的な取組における取組・連携団体の略称は以下のとおりです。表中の黒字は、取組・連携

が想定できる団体です。 

 

社協…市社会福祉協議会 

住民組織（住民）…区会・自治会（連合会）、まちづくり協議会 

ボランティア・ＮＰＯ（ボラ）…ボランティアグループ（ボランティア連絡協議会）、市民活動団体、老

人クラブ（連合会）、地区社会福祉協議会、NPO 法人、サークル（子育

て等）、PTA 

行政、教育（行政）…市町村役場、警察、消防、小・中・高等学校、大学、短大、専門学校、公民館 

障がい者・当事者団体（障がい）…身体・聴覚・視覚・知的・精神障がい者団体、家族会、介護者の会 

保健・医療・福祉関係（保健）…地域包括支援センター、在宅介護支援センター、保健所・保健センター、

病院・診療所、医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会、助産師会、     

民生委員児童委員（協議会） 

商工・労働関係（商工）…商工会議所、青年会議所、商店会（連合会）、農協、漁協 、生協、労働組合、

ハローワーク、シルバー人材センター、企業 

社会福祉施設（施設）…老人福祉施設、居宅介護事業所、障害者福祉施設、児童福祉施設、児童相談所、

福祉センター、福祉総合相談窓口、保育園、こども園、幼稚園、子育て支援セン

ター、ファミリーサポートセンター、学童保育所 

その他…保護司（連絡協議会）、他 

----------------------------------------------------------------------------------------------- 

※「千葉県社会福祉協議会発行の地域福祉活動計画策定支援マニュアル」の調査対象機関・団体例を参照 
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 基本目標１  互いを気にするきずなづくり 

 

取組方針１   ご近所力（互近助力）の向上 

 

取組① 身近な地域・福祉を知る機会の充実 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○一人ひとりが地域に関心をもてるような意識づくりをしていきます。 

○身近な地域を知ることで、ゆるやかな隣近所とのつながりの構築を目指します。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

一人ひとりが地域に
関心をもてるような
意識づくり 

ホームページや広報紙、回覧板な
どによる地域の情報発信 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

福祉のまちづくりポスターコンク
ールによる児童の福祉意識の育成 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
出前講座（仮）などによる地域福
祉活動への理解促進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

あいさつや立ち話程度
はしているけど 

近所付き合いは面倒
なんだよね 

自治会に入らなくて
も今は困らないかな 

これからは積極的に
地域に関わりたいね 
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取組内容 取組方法 取組・連携団体 

ゆるやかな隣近所と
のつながりづくり 

【新たな取組】 
日頃からあいさつができる地域づ
くり、あいさつ運動（仮）等 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

日頃から助け合える関係の意識づ
くり 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
小地域懇話会（仮）による話し合
いの場づくり 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

私たちができること 

 

○自分たちの住んでいる地域の特性（人・活動など）を知りましょう 

○日頃からあいさつ等を通して隣近所とゆるやかにつながっておきましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組② 身近な活動者の情報共有・連携強化 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○身近な地域で活動する団体の理解を促進し、つながりを強化します。 

○団体ごとの活動手法を共有化する場をつくり、同じ目的や内容の活動について共催

につなげるなど、効果的な事業の展開を目指します。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

地域で福祉活動をす
る団体の理解促進と
つながりの強化 

ホームページや広報紙、回覧板な
どによる地域団体や活動内容の情
報発信 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
各団体の活動報告会（仮）による
相互理解の促進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

効果的な事業展開の
実施 

【新たな取組】 
共通する活動内容の連携や共催の
推進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

市民と考えるとうがね社協ひろば
の実施 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

  

地域のことをあまり
知らないかも 

市の広報紙なら 
読んだことがあるよ 

もっと色々な情報を
得たいな 

福祉サービスの情報
が欲しいな 
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私たちができること 

 

○自分が住んでいる地域では、どんな人がどんな活動をしているか、興味・関心をも

ちましょう 

○同じような活動をしている人とつながりましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組③ 地域福祉活動計画の周知 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○市民に本計画を周知するため、様々な方法で情報発信を行います。 

○広く周知をすることで、地域福祉への理解を深め、計画の各取組を推進していきま

す。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

地域福祉活動計画の
周知 

ホームページや広報紙、回覧板な
どによる計画の周知 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
小地域懇話会（仮）による計画の
理解促進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

地域福祉の理解促進
と計画の各取組の推
進 

計画内容の理解を促進する概要版
などの作成 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

  

地域福祉って 
何だろうか 

社会福祉協議会って
何をしているのかな 

地域でどんなことを
したらいいのだろう 

募金をしたことは 
あります 
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私たちができること 

 

○地域福祉活動計画の内容を確認しましょう 

○地域福祉活動計画の中で、自分にできることを考えてみましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組方針２   ふくしの情報提供機能の充実 

 

取組① わかりやすい情報の提供 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○多様な情報提供方法を活用し、地域福祉活動の「見える化、見せる化」を進め、わ

かりやすい情報の提供に努めます。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

多様な情報提供方法
の活用 

ホームページや広報紙、回覧板な
どによる福祉の情報発信 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
ＳＮＳなどによる新たな情報発信
への取組 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

民生委員や地区社協等、地域の活
動者による情報提供 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

  

地域福祉って何だろう 
地域の情報ってどう
やって調べるのかな 

福祉分野って 
難しいのかな 

どこに行けば情報を
得られるのだろう 
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取組内容 取組方法 取組・連携団体 

地域・福祉活動の「見
える化・見せる化」の
充実 

パンフレットスタンドなどによる
各種福祉活動の情報発信 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

サロンや交流の場での積極的な情
報発信 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

サービスガイドなどによる情報提
供 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

私たちができること 

 

○市や社会福祉協議会の広報紙やホームページ、地区の回覧などに掲載される福祉に

関する情報を積極的に収集しましょう 

○困ったことがあれば、地域の民生委員や市内の相談窓口に相談しましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組② 情報を必要としている人への支援 
 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○情報を得ることが難しい方に対して、情報を得やすい方法や仕組みづくりに努めます。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

情報を得やすい方法
の工夫と活用 

ＳＮＳなどから情報を得るための
スマホ教室（仮）の開催 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

目の不自由な方が情報を得るため
の音訳ＣＤの作成 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

私たちができること 

 

○情報を得ることが難しい方に対して、相手に伝わりやすい工夫を考えてみましょう 

○地域の情報に関心を持ち、周りの人にも伝えましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

 

  

誰か情報を提供して 
くれないだろうか 

あまり情報を 
得られていない 

スマートフォンを 
もっと使えるように

なりたいな 

いろんなサービスの
情報が知りたいな 
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取組③ 社会福祉協議会の理解促進 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○身近な困りごとへの関心を高め、分野を問わず活動につなげる社会福祉協議会につ

いての理解を深めます。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

社会福祉協議会活動
の周知 

ホームページや広報紙、回覧板な
どによる活動の周知 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
ＳＮＳなどによる新たな情報発信
への取組 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

チラシ（パンフレットスタンド）
や募金箱などの設置場所の増設 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ＰＲグッズ（社協マスコットキャ
ラクターなど）の活用 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

福祉活動功労者への表彰や福祉講
演会の開催 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

行政機関や関係機関との連携強化 
社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

社会福祉協議会って
何をしているのかな 

地区社協って私の 
住んでいる地域にも

あるのかな 

社協ともっと連携 
したいな 

福祉活動のＰＲを 
していなかいと 
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私たちができること 

 

○社会福祉協議会の活動に興味を持ちましょう 

○身近な社会福祉協議会活動に参加してみましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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 基本目標２  繋がりを広げるまちづくり 

 

取組方針１   孤立させない取組の強化 

 

取組① 見守り活動の推進 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○地域に住むひとり暮らし高齢者や障がいのある方などの社会的孤立を防ぐため、見

守りや声かけ活動に取り組みます。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

ひとり暮らし高齢者
や障がいのある方な
どの社会的孤立を防
ぐための、見守りや
声かけ活動への取組 

ささえあいサービスによる地域の
見守りの実施と、見守り体制の見
直し 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

福祉テレホンサービスによる見守
りの実施 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

区長、民生委員、地区社協や行政
機関などとの連携強化 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

高齢者や障がい者へ
の支援が必要だよ 

近所で困っている人
はいるのかな 

声かけや見守りなら 
できるかな 

助け合えるまちづくり
を進めよう 
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私たちができること 

 

○近所の人の様子を気にかけあいましょう 

○地域で困っていることはないか考えてみましょう 

○地域で見守る必要がある方を把握しましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組② 支え合いの地域づくりの推進 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○地域で生活する子どもや高齢者、障がい者など、全ての人が地域をともに創ってい

く、地域共生社会の実現に向けて、日常生活を地域全体で支える仕組みづくりに取

り組みます。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

日常生活を地域全体
で支える仕組みづく
り 

ふれあい移動サービス（福祉有償
運送）による移動困難者の支援 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

福祉カー貸出サービスによる外出
支援 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

身近な助け合いとなる住民参加型
在宅サービスの立ち上げ支援 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

支え合いの地域づくり（生活支援
体制整備事業）への参加促進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

共同募金運動への協力 
社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

高齢者や障がい者へ
の支援が必要だよ 

できるだけみんなで
協力して助け合おう 

声かけや見守りなら 
できるかな 

助け合えるまちづくり
を進めよう 
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私たちができること 

 

○地域で気づいたことを「自分のこと」として考えてみましょう 

○あったらいいなと思う仕組みを考えてみましょう 

○できるときに無理なくできることに、参加してみましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組方針２   ふれあいを育む場の推進 

 

取組① 住民交流の場の充実 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○地域で誰もがふれあえる交流行事や、子どもや高齢者など、異なる世代が共に参加

し、気軽につながることのできる交流行事の充実に努めます。 

○同じ悩みを抱えている人同士が交流できる場の充実に努めます。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

地域の交流行事や世
代間交流行事の充実 

市民が参加するふれあい交流の場
づくり 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ふれあい物品貸出サービスによる
交流機会の促進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

地域で生活する異世代間交流の場
づくり 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

市民と考えるとうがね社協ひろば
の実施 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

地域の人と知り合う
機会を増やしたいな 

これからもここに 
住み続けたいな 

隣近所の人ともっと 
親しく付き合いたいな 

家族や友人には相談
できるけど 
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取組内容 取組方法 取組・連携団体 

地域の交流行事や世
代間交流行事の充実 

障害者週間イベント東金チャレン
ジドフェスタの開催 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティアまつりの開催 
社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

同じ悩みを抱えてい
る人同士が交流でき
る場の充実 

子育てサロンによる子育て世代の
交流の場づくり 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

不登校・ひきこもりミーティング
（仮）の開催 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

障がい者ふれあいバスツアーによ
る外出機会づくり 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

障がいのある子もない子も共に遊
べるおもちゃ図書館への支援 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

当事者や当事者の家族会などの活
動支援 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

私たちができること 

 

○地域の交流できる場所に参加してみましょう 

○友人やご近所を誘い合ってみましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組② ふれあいの場を担う活動者の支援 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○より積極的な活動が展開できるよう、サロンや交流行事の担い手に対して、関係者

同士の交流や情報交換の場（顔の見える場）づくりに努めます。 

○活動の活性化を図るため、情報提供を充実します。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

活動する関係者同士
の交流や情報交換の
場づくり 

ふれあいサロン活動者情報交換会
の開催 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティアセンター説明会・交
流会の開催 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

  

支援を必要とする人
の情報を共有しよう 

もっと参加しやすく 
なればいいな 

新しいメンバーを 
増やしたい 

活動のメンバーが 
高齢化している 
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私たちができること 

 

○同じ活動をする仲間と情報を共有しましょう 

○参考になりそうな取組に関する情報を収集しましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組方針３   多様な主体と連携した地域づくりの推進 

 

取組① 地域の団体同士の情報共有・連携強化 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○地域にある企業や事業所等、多様な主体や関係機関同士の情報共有を進めます。 

○地域の多様な主体が、お互いの強みを活かし地域ごとのニーズにあった取組を推進

できるよう、連携強化を進めます。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

企業や事業所等、多
様な主体や関係機関
同士の情報共有 

【新たな取組】 
連絡会・交流会（仮）による情報
共有の場づくり 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

お互いの強みを活か
した取組の連携の強
化 

相互理解を図り地域活動への参画
を促進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
企業の地域貢献を地域につなげる
仕組みづくり 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

  

身近な団体と連携 
できたらいいな 

気軽に質問できる 
場所があるといいな 

どんな団体が活動 
しているのかな 

専門的な団体って 
どんな団体だろう 
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私たちができること 

 

○自分の得意なことで地域活動に参加してみましょう 

○自分の地域にどんな企業や事業所があるが見つけてみましょう 

○つながることができるものを考えてみましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組② 多様な主体の地域活動への参画の推進 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○市民、地域団体、企業など、様々な主体の地域活動参画を推進します。 

○社会福祉法人の地域における公益的な取組と地域福祉活動の関係構築に努めます。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

様々な主体の地域活
動参画の推進 

障害者週間イベント東金チャレン
ジドフェスタの開催【再掲】 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティアまつりの開催【再掲】 
社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
企業、団体の積極的な福祉活動へ
の参画と連携の推進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

市民と考えるとうがね社協ひろば
の実施【再掲】 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

社会福祉法人の地域
における公益的な取
組と地域福祉活動の
関係構築 

社会福祉法人の公益的な取組の周
知と地域活動との連携 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

活動の輪を広げたい 
地域にはどんな団体

があるのかな 

技術や知識を 
役立てたいな 

色々な団体と連携 
できたらいいな 
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私たちができること 

 

○お互いの活動や立場を理解しましょう 

○得意分野を活かしながら連携・協働できるところとつながりましょう 

○得意分野を活かしながら、できることを考えてみましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組方針４   相談・支援体制の充実 

 

取組① 相談体制の充実 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○分野を問わず、日常生活に生じる様々な課題に対して、相談支援を行います。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

日常生活に生じる
様々な問題に対して
相談支援を実施 

法律に関する困りごとが相談でき
る暮らしの中の法律（弁護士）相
談の実施【再掲】 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

気軽に相談できる心配ごと相談の
実施【再掲】 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

心配ごと相談員研修会による多様
化する相談への支援強化 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

民生委員や地区社協等、地域の活
動者による情報提供と連携した困
りごとの把握 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

  

家族や友人になら 
相談できるけど 

困った時はどこに 
相談したらいいのかな 

色々な問題がありすぎ
てどうしたらいいのか

わからないよ 

○○さん困っていた
けど何もできない 
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私たちができること 

 

○身近に困っている人はいないか気にかけてみましょう 

○どんな相談機関があるか調べてみましょう 

○身近な相談窓口を周りの人に伝えましょう 

○困ったことがあれば、地域の民生委員や市内の相談窓口に相談しましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組② 権利擁護の推進 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○日常生活自立支援事業、成年後見制度の普及啓発、市民の参加による権利擁護を推

進します。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

日常生活自立支援事
業、成年後見制度の普
及啓発 

日常生活自立支援事業（愛称：す
まいる）の実施 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

日常生活自立支援事業（愛称：す
まいる）の普及・啓発 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

成年後見制度の普及・啓発 
社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

市民の参加による権
利擁護の推進 

地域づくりを見据えた生活支援員
の養成 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

生活支援員研修会による要支援者
の理解促進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

  

権利擁護って 
何だろう 

私がいなくなった後 
子どもの生活が心配 

成年後見制度って 
どんな制度かな 

一人で生活するのは 
不安だな 
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私たちができること 

 

○事業や制度の理解を深めましょう 

○相談を受けたり、支援が必要な人がいたら専門の相談窓口を紹介しましょう 

○自分でできそうなことから協力してみましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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 基本目標３  地域を支える人づくり 

 

取組方針１   地域で活動する人材の育成 

 

取組① 担い手の育成 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○地域活動の担い手を育成するため、幅広い人材を対象とした講座を開催します。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

幅広い人材を対象と
した講座を開催し、担
い手の育成 

担い手養成講座による生活支援活
動者の育成 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

夏休みボランティア体験による児
童・生徒の福祉意識の育成 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

市内各学校（小学校・中学・高校・
大学）との連携強化 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

地域福祉活動に関する情報発信に
よる活動者の掘り起こし 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

メンバーの高齢化が 
進んできたね 

新しいメンバーが 
来ないかな 

忙しい人はどうしたら
いいのかな 

だれかリーダーを 
やってくれないかな 
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私たちができること 

 

○地域活動に対して興味・関心を持ちましょう 

○身近な課題を考えてみましょう 

○興味のある講座に参加してみましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組② 福祉教育（福祉共育）の推進 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○学校等と連携し、地域の高齢者や障がいのある方などを理解する福祉教育を進めま

す。 

○様々な体験を通して、地域の中で関係者が共に学び、共に育ち合えるよう取り組み

ます。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

学校等と連携し高齢
者や障がいのある方
などを理解する福祉
教育の推進 

福祉教育プログラムの作成による
活動支援 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
福祉教育関係者情報交換会（仮）
による情報共有 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

体験を通して地域で
共に学び、育ち合え
る機会づくり 

当事者団体、事業所、地域住民等、
様々な主体や学校と連携した福祉
教育の推進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

障がい（視覚、聴覚、車いす）や
高齢者等の疑似体験を通した福祉
教育の推進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

  

子どもの頃からの 
福祉教育が大切だね 

世代間の交流機会を 
増やしたいな 

知ることが大事だよね 
身近なところで 

できることないかな 
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私たちができること 

 

○高齢者や障がいのある方の理解を深めましょう 

○高齢者や障がいのある方にできるお手伝いを見つけましょう 

○それぞれの個性・多様性を認めあい活かしていきましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組③ 小地域福祉活動の推進 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○地域ごとの特性を活かした福祉活動の充実について支援に努めます。 

○地域において、実践的な福祉活動を担っている地区社会福祉協議会活動を支援しま

す。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

地域の特性を活かし
た福祉活動の充実支
援 

小地域の取組支援（地域目標設定
や地域課題への取組推進など） 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
生活圏域に即した地域活動の範囲
の見直しの検討 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

地区社会福祉協議会
活動の支援 

地区社協活動推進連絡会による情
報交換 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

地区社協会長、福祉活動推進員研
修会による先駆的な活動地区の視
察 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

地区社協活動の積極的な発信によ
る福祉活動への参加意識の向上 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

地区社協って 
何をしているのかな 

気軽に参加できるなら
やってみようかな 

これからは積極的に
地域に関わりたいね 

身近なところで 
できることはないかな 
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私たちができること 

 

○地域のつながりを大切にしましょう 

○身近な地域の行事や活動に参加してみましょう 

○地域で困っていることはないか、考えてみましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組方針２   ボランティア活動の活性化 

 

取組① ボランティア活動の推進 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○地域で気軽にボランティア活動に参加できるような仕組みづくりを進めます。 

○ボランティア活動をするうえで、効果的な情報を発信、提供します。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

気軽にボランティア
活動に参加できるよ
うな仕組みづくり 

ボランティアメニューの増加によ
る参加機会の促進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティア入門講座によるボラ
ンティア活動への理解促進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティア専門講座によるボラ
ンティア活動の充実支援 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティアまつりによる活動者
の相互理解 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

  

これからは積極的に
地域に関わりたいね 

忙しい人はどうしたら
いいのかな 

もっと色々な情報を
得たいな 

気軽に参加できるな
らやってみようかな 
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取組内容 取組方法 取組・連携団体 

ボランティア活動に
効果的な情報発信 

定期的な広報紙の発行やホームぺ
ージでの情報発信 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
ＳＮＳなどによる新たな情報発信
への取組【再掲】 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

 

私たちができること 

 

○自分の得意なこと、好きなことを活かした活動に参加してみましょう 

○仲間を増やしましょう 

○地域の行事に参加してみましょう 

○身近なボランティアの情報に興味をもちましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組② ボランティア・市民活動センター機能の充実 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○地域の多様なボランティア活動を把握し、情報発信に努めます。 

○ボランティアに参加したい人をつなぐ機能や相談窓口の充実を目指します。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

多様なボランティア
活動の把握と情報発
信 

施設等へのアンケート調査による
ボランティアの発掘 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティア（団体、個人）の交
流会によるボランティア活動の拡
大 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティア活動の情報発信によ
る登録者の増員 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティアセンター機能の情報
発信による利用者の増加 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

参加したい人をつな
ぐ機能や相談窓口の
充実 

ボランティアコーディネーターの
配置による相談機能の充実 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティア情報コーナーの設置
による情報発信 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

ボランティアって 
何をするのかな 

人材の発掘や育成を 
進めたい 

もっと色々な情報を
得たいな 

ボランティアの人が 
来てくれるといいな 
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私たちができること 

 

○どんなボランティアがあるか探してみましょう 

○ボランティアに興味・関心を持ちましょう 

○気軽にボランティアセンターを利用してみましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 
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取組③ 災害ボランティアセンターの体制づくり 

 

地域の現状 

 

 

 

取組の方向性 

 

○発災時の災害ボランティアセンター設置、運営の体制づくりを進めます。 

○市民参加の立ち上げ訓練を継続的に実施し、災害時の備えに努めます。 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組方法 取組・連携団体 

発災時の災害ボラン
ティアセンターの設
置・運営の体制づくり 

災害ボランティアセンター運営マ
ニュアルの充実と定期的な見直し
の実施 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

【新たな取組】 
関係機関との連携強化（災害時の
協定等） 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

市民の参加による立
ち上げ訓練の継続的
な実施 

災害ボランティアセンター立ち上
げ訓練による支援者の確保 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

災害ボランティアセンター立ち上
げ訓練への多様な主体の参加促進 

社協、住民、ボラ、行政、
障がい、保健、商工、施設、
その他 

  

災害時の体制整備が
重要だね 

みんなの防災意識が
高まっているよ 

緊急時や防犯・防災の
ために身近な地域で 

取り組もう 

緊急時の手助けなら 
私にもできるかな 
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私たちができること 

 

○避難場所を家族で話しておきましょう 

○災害ボランティアセンターの役割を理

解しましょう 

○災害ボランティアセンター立ち上げ訓

練に参加してみましょう 

○近所の人とのつながりを作りましょう 

○災害時はお互いにできることに協力し

ましょう 

 

✍自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

白紙  
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≪地域福祉活動計画≫ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------  

※第６章の具体的な取組における取組・連携団体の略称は、以下のとおりです。取組・連携団体は、地区別

アンケートにおいて「地区の中で取組・連携できると思う団体」の選択肢とした団体です。表中の黒字は、

取組・連携が想定できる団体です。 

 

地区振興協議会、区長会、地区社協（地区社会福祉協議会）、民生児童委員、ボラ（ボランティア）、長寿

会（長寿の会）、青少年相談員、子ども会、PTA、学校、食改（食生活改善会）、体育協会、日赤（日本赤

十字奉仕団）、自主防（自主防災組織）、消防団、青年会、福祉施設、商店、その他 

----------------------------------------------------------------------------------------------- 
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 第１節  地区別の地域福祉の推進 

 

１  第２次計画の実績 

 

第２次計画では、地域課題の解決には、「地域住民による、地域組織を核とした、地域

単位での活動強化」という考え方から、「地区別地域福祉の推進」を重点プロジェクトと

し、地区ごとの特性によって生じる課題に対応した取組を行うこととしました。 

地域における推進体制のスケジュールとして、ワークショップ形式の懇話会等におい

て、住民自らが地域の課題を把握していましたが、豪雨災害や新型コロナウイルス感染

症の長期にわたる影響など、地域福祉活動が制限されました。 

このような中でも、地区ごとに目標の設定や取組内容を決定し、決定した地区は取組

（活動）を始めました。 

 

■地域における推進体制のスケジュール  ■参考資料 

 

①目標の設定 

↓ 

②取組内容の決定 

↓ 

③取組（活動） 

↓ 

④活動の振り返り、見直し 

↓ 

⑤第３次計画の策定に向けて 

 

◎次ページの地区別の取組状況は、

このような話し合いによりまと

められました。 

 

　　具体的な取組み　　具体的な取組　No．

 誰のために（対象となる人たち）

 誰が（活動の担い手、活動主体）

 どのように

　　（活動方法）

　　（活動頻度）

　　（場　所）

　　（費用・資源）

　　（留意点）

 取組のきっかけになった課題

 課題が生じた理由は？

わたしたち　　　　　　　　　地区のスローガン

活動タイトル（事業名）

事
 

業
 

内
 

容

 地区社協 ・ 区会 ・ 民生委員 ・ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ・ 長寿会
 子ども会・ 食改 ・ PTA ・ 消防団 ・ 青年会 ・ 体協
 青少年相談員 ・ 母子保健推進員 ・ 学校 ・ 福祉施設

 商店（企業） ・ その他（　　　　　　　　　　　）
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■地区別の取組状況 

地区 取組概要 

東金第一 
目標設定は未実施。 

地区内での情報共有が課題となっている。 

東金第二 
目標設定は未実施。 

地区社協に関わる人が限定されており、各種団体との繋がり強化が課題。 

田 間 
スローガン：「地域密着粉骨砕身＝田間」 

取 組 内 容：感染予防対策の啓発・見守り 

嶺 南 
スローガン：「人生１００年時代・健康長寿を目指そう」 

取 組 内 容：ラジオ体操や健康講座、地区全体の健康フェスタ開催 

城 西 

スローガン：「ふれあいの輪を広げ、ささえ合う城西地域を作ろう」 

「地域のきずなを深め子どもたちと交流をもとう」 

「人と人がふれあい互いを思いやる心を重視した街づくりの情報発信」 

取 組 内 容：安否確認、交流会、体操教室、地区内の施設と交流、小学校・ 

保育所・幼稚園との世代間交流、広報紙の発行 

公 平 「高齢者の見守り活動」について取組を検討している。 

丘 山 

「活動を通じて、各団体の交流」 

「丘山振興会活動への協力」 

を目標に今後具体的な取組を検討している。 

大 和 

スローガン：ふれあいささえあいの大和 

取 組 内 容：安心安全事業（要援護者名簿の作成と活用） 

世代間交流事業（あいさつの啓発活動） 

福祉ネットワークの構築（大和地域福祉ネットワーク会議の設立） 

正 気 
スローガン：みんなで支え合い、思いやりを育む正気に 

取 組 内 容：あいさつ・声かけ運動、新たな交流イベントの開催 
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地区 取組概要 

豊 成 
目標設定は未実施。 

各種団体・組織との繋がり強化が課題。 

福 岡 
スローガン：今日を頑張る全ての高齢者を応援します 

取 組 内 容：民生児童委員と連携しひとり暮らし高齢者の見守り訪問 

源 

スローガン：いきいきみなもと 

取 組 内 容：いきがいのある外出支援（移動・買い物支援）特別養護老人ホー 

ム福福の里の地域における公益的な取組に協力、連携して実施 
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２  地区別の現状と課題 

 

①東金第一地区（上宿・谷・日吉台） 

東金第一地区（上宿・谷・日吉台）はＪＲ

東金駅の西方に位置しています。地区内には

豊かな自然と、歴史・文化を伝える史跡が数

多く残り、中でも、八鶴湖は、花見の名所と

して知られています。 

また、昭和 50 年代には日吉台地区の大規

模開発が始まり、それに伴い市の人口も急激

に増加しました。 

教育・保育施設として第１保育所、八坂台

はぐくみの森保育園、ときがね幼稚園、日吉

台小学校、北中学校、県立東金高校がありま

す。 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 7,879 人 

年少人口 876 人 

生産年齢人口 4,800 人 

高齢者人口 2,203 人 

世帯数 3,817 世帯 

１世帯あたり人員 2.06 人 

 

■地区の住民組織 

東金地区振興協議会、日吉台地区振興協議会、東金地区区長会、東金第一地区社協、

東金西地区民児協、長寿の会東金支会、子ども会東金支会、城西小ＰＴＡ、日吉台小

ＰＴＡ、北中ＰＴＡ、食生活改善会東金支部、体育協会東金支部、自主防災組織、消

防団第一分団 等 

 

■地区社協の活動 

◇ふれあい広場（合同納涼会）   ◇環境美化活動 

◇健康体操            ◇防犯パトロール 

◇合同避難訓練          ◇餅つき大会    等 
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

市民一人ひとりの活動参加を促し、参加し
たくなるような行事に勧誘してネットワ
ークを作っていく 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

声かけ・訪問活動・美化活動等を通して、
地域福祉の実情を知る、地域活性活動を拡
大する 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

活動しやすい地区社協組織の編成 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

  

顔の見える地域 

づくりが必要 
地区社協の活動が 
よくわからない 

居住地と合致した 
活動が必要 

地域福祉への 
関心不足 
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②東金第ニ地区（岩崎、新宿） 

東金第二地区（岩崎、新宿）はＪＲ東金駅

前の旧市街に位置し、本市の玄関口となって

います。ＪＲ東金駅は電車やバス等の公共交

通機関の発着拠点となっています。 

ＪＲ東金駅の東口にはショッピングセン

ターのほか、市役所をはじめ、東金図書館等

の生涯学習施設、子どもたちが集う児童館な

どの公共施設が集まっています。 

教育施設として、東金幼稚園、鴇嶺小学校

があります。 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 1,907 人 

年少人口 155 人 

生産年齢人口 1,149 人 

高齢者人口 603 人 

世帯数 1,091 世帯 

１世帯あたり人員 1.75 人 

 

■地区の住民組織 

東金地区振興協議会、東金地区区長会、東金第二地区社協、東金東地区民児協、長寿

の会東金支会、子ども会東金支会、鴇嶺小ＰＴＡ、東金中ＰＴＡ、食生活改善会東金

支部、体育協会東金支部、自主防災組織、消防団第一分団 等 

 

■地区社協の活動 

◇ふれあい広場          ◇園児との交流会 

◇防犯パトロール         ◇敬老会 

◇新入生歓迎会          ◇子ども会合同クリスマス会 等  
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

地域団体の情報を回覧する 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他  

子どもと大人の行事を一緒に行う 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

要支援者の高齢者に関する情報提供の 
協力 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

  
 

地域内の団体間で 

情報共有が必要 

どのような住人がいる
のかよくわからない 

いろんな人に 
参加して欲しい 

活動内容を明文化 
してはどうか 
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③田間地区 

田間地区はＪＲ東金駅の北方に位置して

います。 

地区内にはふれあいセンター（東金市保健

福祉センター）があり、各種健診や健康教室

等の多岐にわたる保健サービスを提供して

いるほか、ボランティアルームもあり、福祉

活動拠点となっています。 

また、「道の駅みのりの郷東金」は、多く

の観光客で賑わっています。 

教育・保育施設として、第 2 保育所、わく

わく保育園東金園（令和 4 年 4 月開園予定）

東小学校、東中学校、千葉学芸高校がありま

す。 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 8,559 人 

年少人口 1,199 人 

生産年齢人口 5,499 人 

高齢者人口 1,861 人 

世帯数 4,015 世帯 

１世帯あたり人員 2.13 人 

 

■地区の住民組織 

田間地区振興協議会、田間地区区長会、田間地区社協、東金東地区民児協、長寿の会

東金支会、子ども会東金支会、東小ＰＴＡ、東中ＰＴＡ、食生活改善会東金支部、体

育協会東金支部、自主防災組織、消防団第ニ分団 等 

 

■地区社協の活動 

◇田間区敬老会          ◇ひとり暮らし高齢者旅行 

◇ふれあい文化展         ◇田間物語リレーマラソン大会 

◇ひとり暮らし高齢者や寝たきりの ◇広報「社協たま」発行 等 

方への友愛訪問  
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

行事の早期連絡や開催時の声かけ 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

地域内の連絡網を構築 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

新旧住民の交流の場を増やす 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

  
 

地域行事への積極的

な参加が大切 
個人情報保護法の影
響で連絡体制が心配 

若い世代の各種団体へ
の参加を促進したい 

高齢化による人材
不足 
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④嶺南地区 

嶺南地区はＪＲ東金駅の南側に位置して

います。 

地区内には東金警察署、千葉地方法務局東

金出張所といった公共施設があり、スポーツ

施設として東金アリーナが整備されていま

す。 

教育施設として嶺南幼稚園、東金中学校、

県立東金特別支援学校があり、また、令和６

年度には新たに認定こども園を誘致する予

定です。 

 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 5,837 人 

年少人口 742 人 

生産年齢人口 3,453 人 

高齢者人口 1,642 人 

世帯数 2,723 世帯 

１世帯あたり人員 2.14 人 

 

■地区の住民組織 

嶺南地区振興協議会、嶺南地区区長会、嶺南地区社協、東金東地区民児協、長寿の会

東金支会、子ども会東金支会、鴇嶺小ＰＴＡ、東金中ＰＴＡ、食生活改善会嶺南支部、

体育協会東金支部、自主防災組織、消防団第ニ分団、れいなんスマイル・サポート（第

２層協議体） 等 

 

■地区社協の活動 

◇園児と長寿者のふれあい広場   ◇研修視察 

◇友愛訪問            ◇防犯パトロール 

◇友愛クラブ           ◇広報「れいなん福祉」発行 等 

（高齢者ふれあい・いきいきサロン）  
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

地区防災体制を構築する 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

多種の団体との交流の場を設置 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

地区社協の役員メンバーで定期的に 
話し合いをする 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

  
 

各団体間の交流が少な

く連携が取りづらい 

いろいろな分野の 
人がイベントに 
参加して欲しい 

健康寿命を延ばす 
ことが大切 

若者が集まる交流会
がない 
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⑤城西地区 

城西地区はＪＲ東金駅の西方、東金第１地

区と大和地区との間に位置しています。 

教育施設として城西幼稚園、城西小学校、

西中学校があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 3,584 人 

年少人口 379 人 

生産年齢人口 2,123 人 

高齢者人口 1,082 人 

世帯数 1,634 世帯 

１世帯あたり人員 2.19 人 

 

■地区の住民組織 

城西地区振興協議会、城西地区区長会、城西地区社協、東金西地区民児協、長寿の会

東金支会、子ども会東金支会、城西小ＰＴＡ、西中ＰＴＡ、食生活改善会東金支部、

体育協会東金支部、自主防災組織、消防団第一分団 等 

 

■地区社協の活動 

◇お楽しみ会           ◇移動研修 

◇歴史探訪            ◇園児とのふれあい交流 

◇広報「コスモス城西」発行    ◇小学生との世代間交流 等  
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

区の回覧物に各種行事の年間予定を 
載せる 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

広報活動をする 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

地区の歴史を広報に載せる 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

  
 

地域に様々な団体が

あることを知らない

が理解されていない 

新しい住民とのコミ
ュニケーション不足 

住民同士が交流する
機会が必要 

各団体の活動内容が

理解されていない 
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⑥公平地区 

公平地区は本市の北方に位置し、ＪＲ求名

駅の西方に広がり、北は山武市に接していま

す。 

地区内には県立東金青年の家があり、その

周辺には青年の森公園野球場とテニスコー

トが整備されています。 

教育施設として、公平幼稚園、県立東金商

業高校、県立農業大学校、城西国際大学があ

り、若者と地域との交流も盛んとなっていま

す。 

 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 4,845 人 

年少人口 407 人 

生産年齢人口 2,645 人 

高齢者人口 1,793 人 

世帯数 2,327 世帯 

１世帯あたり人員 2.08 人 

 

■地区の住民組織 

公平地区振興協議会、公平地区区長会、公平地区社協、公平地区民児協、長寿の会公

平支会、子ども会公平支会、東小ＰＴＡ、東中ＰＴＡ、食生活改善会公平支部、体育

協会公平支部、自主防災組織、消防団第三分団、公平地区たすけあい協議会（第２層

協議体） 等 

 

■地区社協の活動 

◇ふれあい広場          ◇高齢者友愛訪問 

◇福祉座談会           ◇一声運動 

◇移動研修会           ◇環境美化活動 等  
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

相互理解やきっかけ作り 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

地域でボランティア活動を行っていく 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

高齢者世帯には近所から声かけ 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

  
 

地域福祉に関する 

参画意識の希薄化 

幅広い世代の地域 
福祉ネットワーク 

の構築が必要 

高齢者の地域社会 
づくり 

活動に取り組むリー
ダー育成の必要性 
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⑦丘山地区 

丘山地区は本市の西端に位置し、千葉市、

八街市、大網白里市と接しています。 

都心と東金を結ぶ千葉東金道路と千葉県

を南北に走る首都圏中央連絡自動車道とが

接続する交通の要地であり、また、「千葉東

テクノグリーンパーク」によって、企業団地

が形成されています。 

地区内には東千葉メディカルセンターが

あり、地域中核病院となっています。 

教育施設として丘山幼稚園、丘山小学校、

県立東金高等技術専門校があります。 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 2,918 人 

年少人口 242 人 

生産年齢人口 1,616 人 

高齢者人口 1,060 人 

世帯数 1,391 世帯 

１世帯あたり人員 2.10 人 

 

■地区の住民組織 

丘山地区振興会、丘山地区区長会、丘山地区社協、丘山地区民児協、長寿の会丘山支

会、子ども会丘山支会、丘山小ＰＴＡ、西中ＰＴＡ、食生活改善会丘山支部、体育協

会丘山支部、自主防災組織、消防団第七分団 等 

 

■地区社協の活動 

◇高齢者日帰りバスツアー交流会  ◇敬老祝い品の配布 

◇いきいきサロン         ◇広報「丘山社協だより」発行  等  
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

役員以外でも参加できる区会の開催 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

他団体と積極的に意見交換を図る 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

子ども会や地区社協と協力して世代間交
流の機会を企画する他、団体を越えた交流
や運動を行う 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

  
 

福祉活動や交流活動の

ＰＲが不足している 
新旧住民のつながり 

買い物や通院に交通
の便が悪い 

祭り等が減少し交流
やつながりが減った 
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⑧大和地区 

大和地区はＪＲ福俵駅の周辺に位置し、大

網白里市に接しています。 

ＪＲ福俵駅前は区画整理され、自然に抱か

れた住宅団地が造成されています。また、住

宅地の周辺には農地が広がっています。 

地区内には「房総の十和田湖」とも称され

る雄蛇ヶ池があり、四季折々の風景を映し出

しています。 

教育施設として、大和幼稚園があります。 

 

 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 4,025 人 

年少人口 378 人 

生産年齢人口 2,467 人 

高齢者人口 1,180 人 

世帯数 1,765 世帯 

１世帯あたり人員 2.28 人 

 

■地区の住民組織 

大和地区振興協議会、大和地区区長会、大和地区社協、大和地区民児協、長寿の会大

和支会、子ども会大和支会、城西小ＰＴＡ、西中ＰＴＡ、食生活改善会大和支部、体

育協会大和支部、自主防災組織、消防団第七分団、大和地区社会福祉ネットワーク会

議（第２層協議体） 等 

 

■地区社協の活動 

◇ふれあいスポレク大和祭     ◇ボランティア交流会 

◇ふれあい園児発表会       ◇福祉ネットワーク会議 

◇ふれあい広場大和地区文化展・  ◇広報「おんじゃ」発行 等 

芸能発表会  
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

広報活動や声掛け 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

１回限りの参加しやすいボランティアの
機会 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

大和祭等の個人・団体が参加できる行事を
拡充 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

  
 

活動自体が知られて

いない 

新たな住民が地域活
動になじめていない 

世代間の交流の場を
増やしたい 

後継者等の人材が 
不足している 
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⑨正気地区 

正気地区はＪＲ東金駅の南東に位置し、九

十九里町と接しています。 

本市は「植木のまち」ともいわれますが、

正気地区はそれを支える地区となっており、

いたるところに植木畑があり、庭先にも花木

が見られます。 

地区内の公共施設として、市民スポーツの

拠点となる家徳スポーツ広場や、汚水処理を

行う浄化センターが整備されています。 

教育施設として、正気幼稚園、認定こども

園ユニヴァーサル雙葉学園、正気小学校があ

ります。 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 7,036 人 

年少人口 717 人 

生産年齢人口 3,947 人 

高齢者人口 2,372 人 

世帯数 3,214 世帯 

１世帯あたり人員 2.19 人 

 

■地区の住民組織 

正気地区振興協議会、正気地区区長会、正気地区社協、正気地区民児協、長寿の会正

気支会、子ども会正気支会、正気小ＰＴＡ、東金中ＰＴＡ、食生活改善会正気支部、

体育協会正気支部、自主防災組織、消防団第五分団、正気地区介護予防・生活支援サ

ービス推進委員会（第２層協議体） 等 

 

■地区社協の活動 

◇ふれあい広場          ◇親子料理教室 

◇ひとり暮らし高齢者友愛訪問   ◇男性料理教室 

◇ふれあいお楽しみ広場      ◇広報「まさき福祉だより」発行 等  
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

各団体が積極的な広報活動 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

「こども１１０番の家」のような活動を
続けていく 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

地域の子どもたちに積極的なあいさつ 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

 

 

 

地区の各種団体の活動

がよくわからない 

老若男女が集う場所
を増やす必要がある 

住民同士の交流の 
機会がない 

地域・団体で積極的に
問題解決に取り組む 
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⑩豊成地区 

豊成地区は本市の北東部にあって、ＪＲ求

名駅の東方に位置し、山武市と九十九里町に

接しています。 

地区の北方、山武市とまたがる地域で、作

田川沿いにある成東・東金食虫植物群落は国

から天然記念物と指定され、珍しい植物の宝

庫となっています。 

また、地区内には千葉県警察学校があり、

教育・保育施設としては、第３保育所、豊成

こども園（令和４年４月開園予定）、豊成小

学校があります。 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 5,645 人 

年少人口 572 人 

生産年齢人口 3,128 人 

高齢者人口 1,945 人 

世帯数 2,467 世帯 

１世帯あたり人員 2.29 人 

 

■地区の住民組織 

豊成地区振興協議会、豊成地区区長会、豊成地区社協、豊成地区民児協、長寿の会豊

成支会、子ども会豊成支会、豊成小ＰＴＡ、東中ＰＴＡ、食生活改善会豊成支部、体

育協会豊成支部、自主防災組織、消防団第四分団 等 

 

■地区社協の活動 

◇ふれあい広場          ◇戦没者追悼式 

◇すこやか親睦会         ◇福祉委員研修会 

◇友愛訪問            ◇広報「福祉とよなり」発行 等 
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

すこやか親睦会を拡大 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

組織間のつながりを持つようにする 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

福祉委員・民生児童委員の活動内容を浸透 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

  
 

皆が参加できる行事

が減っている 

 

それぞれの組織が 

バラバラ 
 

様々な立場の 

つながりが希薄 

新旧住民や世代間の

交流がない 
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⑪福岡地区 

福岡地区は本市の南端に位置し、大網白里

市、九十九里町と接しています。 

地区内を東金九十九里有料道路が横断し

ており、九十九里町へと続いています。 

また、東金九十九里有料道路の小沼田イン

ターチェンジ近くには、小沼田工業団地や東

金工業団地があります。 

教育・保育施設として、福岡こども園、福

岡小学校があります。 

 

 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 3,459 人 

年少人口 290 人 

生産年齢人口 1,983 人 

高齢者人口 1,186 人 

世帯数 1,549 世帯 

１世帯あたり人員 2.23 人 

 

■地区の住民組織 

福岡地区振興協議会、福岡地区区長会、福岡地区社協、福岡地区民児協、長寿の会福

岡支会、子ども会福岡支会、福岡小ＰＴＡ、東金中ＰＴＡ、食生活改善会福岡支部、

体育協会福岡支部、自主防災組織、消防団第六分団 等 

 

■地区社協の活動 

◇ふれあいお楽しみ会       ◇旧福岡村合同慰霊祭 

◇ひとり暮らし高齢者友愛訪問   ◇合同七五三祝 

◇広報「福祉ふくおか」発行 等 
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

定期的な福祉活動や各種行事 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

各団体間の交流と意見交換 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

交流の機会づくり 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

  
 

日頃からの共助が 

重要 

交流の機会少ない 
異世代間の交流を 

若い世代が参加でき
るような情報発信 

近所とのつながりが
必要 
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⑫源地区 

源地区は本市の北端に位置し、八街市と山

武市に接しています。 

源地区は、明治時代に「日本の三模範村」

として海外に紹介された歴史があります。現

在では建築用の木材として知られる「山武

杉」や農作物の生産が盛んに行われており、

市の特産物として広く出荷されています。 

 

 

 

 

 

■地区の状況（令和３年４月１日現在） 

人口 1,757 人 

年少人口 96 人 

生産年齢人口 1,006 人 

高齢者人口 655 人 

世帯数 889 世帯 

１世帯あたり人員 1.98 人 

 

■地区の住民組織 

源地区振興協議会、源地区区長会、源地区社協、源地区民児協、長寿の会源支会、子

ども会源支会、日吉台小ＰＴＡ、北中ＰＴＡ、食生活改善会源支部、体育協会源支部、

自主防災組織、消防団第三分団 等 

 

■地区社協の活動 

◇ふれあい広場          ◇思いやり研修会 

◇施設訪問            ◇地区交流会 

◇広報「社福だより」発行 等 
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地域の現状 

 

 

 

具体的な取組 

 

取組内容 取組・連携団体 

公民館を利用した活動をする 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

コミュニティセンターを利用して 
各団体間の交流会を実施 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

地区の広報紙を発行する 

地区振興協議会、区長会、地区社協、民生
児童委員、ボラ、長寿会、青少年相談員、
子ども会、PTA、学校、食改、体育協会、
日赤、自主防、消防団、青年会、福祉施設、
商店、その他 

 

私たちができること                     自分でできることを書き出してみましょう！ 

 

 

 

 

交流の場の確保 交通手段が少ない 

地区内の現状があま
り知られていない 

各団体、他地区との
交流が少ない 
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１ 策定の経過 

 

年月日 内容 

令和３年６月29日 

○第１回東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画庁内検討委員会 

【協議事項】 

地域福祉計画・地域福祉活動計画の位置づけと概要について 

第２次計画の実績報告について 

策定方針と今後のスケジュールについて 

令和３年８月 

○東金市第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定のための 

アンケート調査 

標本数 2,000 人 有効回収数 632 人 有効回収率 31.6％ 

令和３年８月下旬～ 

10月上旬 

○東金市第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定のための 

地区別アンケート調査 

標本数 260 人 有効回収数 189 人 有効回収率 72.7％ 

令和３年10月18日 

○第２回東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画庁内検討委員会 

【報告事項】 

地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会委員について 

市民アンケート及び地区別アンケートの調査結果について 

【協議事項】 

報告事項を踏まえた第３次計画の方向性について 

第３次計画の基本理念及び基本方針について 

第３次計画の体系図について 

令和３年10月25日 

○第１回東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会 

【報告事項】 

東金市第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定の方針について 

現行計画における実績報告について 

市民アンケート及び地区別アンケートの調査結果について 

【協議事項】 

報告事項を踏まえた第３次計画の方向性について 

第３次計画の基本理念及び基本方針について 

第３次計画の体系図について 

令和４年１月26日 

○第３回東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画庁内検討委員会 

【協議事項】 

第２回策定委員会に向けて 

令和４年２月 

（書面開催） 

○第２回東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会 

【協議事項】 

東金市第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画 素案 
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年月日 内容 

令和４年２月15日 

～３月16日 

○パブリックコメントの実施 

意見提出者数 ０名 意見数 ０件 

令和４年３月16日 

○第４回東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画庁内検討委員会 

【協議事項】 

東金市第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画 案 

令和４年３月23日 

○第３回東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会 

【報告事項】 

パブリックコメントの実施結果について 

策定委員の皆様から頂戴した意見等とその対応について 

【協議事項】 

東金市第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画 案 

  



資料編 

159 

２ 東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 社会福祉法（昭和２６年法律第４５号。以下「法」という。）第１０７条に規定する地

域福祉計画及び同法第１０９条に規定する社会福祉協議会が策定する地域福祉活動計画（以

下「福祉計画等」という。）を策定することを目的として、東金市地域福祉計画・地域福祉活

動計画策定委員会（以下「策定委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 策定委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

⑴ 福祉計画等の策定に関すること。 

⑵ その他、福祉計画等の策定に必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 策定委員会は、１５人以内の委員で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

⑴ 学識経験のある者 

⑵ 福祉及び医療並びに保健団体関係者 

⑶ 福祉関係事業者  

⑷ 地域団体関係者 

⑸ 公募による市民 

⑹ 市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、計画の策定が終了した時までとする。ただし、委員が欠けた場合にお

ける補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 策定委員会に委員長及び副委員長各１人を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 策定委員会は、必要に応じて委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 策定委員会は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 

３ 策定委員会の会議は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは委員長の決するところ

による。 

４ 委員長は、必要に応じて策定委員会に関係者の出席を求めて、意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第７条 策定委員会の庶務は、市民福祉部社会福祉課において処理する。 
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（補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和３年７月１日から施行する。 

（東金市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定委員会設置要綱の廃止） 

２ 東金市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定委員会設置要綱は廃止する。 
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３ 東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会委員 

 

【委嘱期間 令和３年 10 月１日～計画策定完了まで】 

（敬称略） 

選出区分 役職等 氏 名 

【第１号委員】 

学識経験のある者 

①文教厚生常任委員会委員長 上野  髙志 

②城西国際大学福祉総合学部教授 竹内  弥彦 

③元千葉県高齢者福祉課長 飯田  宏行 

【第２号委員】 

福祉及び医療等団体関係者 

①山武郡市医師会理事 柿栖  米次 

②東金市手をつなぐ親の会会長 鎗田  敏光 

【第３号委員】 

福祉関係事業者 

①特別養護老人ホーム福福の里施設長 市川   浩 

②ユニヴァーサル雙葉学園園長 三枝 めぐみ 

③特定非営利法人ちば地域生活支援舎理事 齊藤   操 

【第４号委員】 

地域団体関係者 

①東金市区長会連合会理事 今関  貞夫 

②東金市民生児童委員協議会会長 松戸   誠 

③東金市ボランティア連絡協議会会長 遠山 みつ子 

【第５号委員】 

公募による市民 

①市民代表（保護司） 高橋  京子 

②市民代表（子育て支援コーディネーター） 仲村  恵子 

【第６号委員】 

市長が必要と認める者 

①東金市社会福祉協議会会長 真行寺 洋男 

②東金市市民福祉部長 神山  英雄 

【事務局】 

市民福祉部社会福祉課 

課長 柴   伸一 

副課長 行方 美和子 

副主幹兼社会係長 布留川 秀樹 

主査補 柴田  卓代 

東金市社会福祉協議会 

事務局長 北田  兼久 

地域福祉係長 石井  里佳 

主事補 宮田  瑞月 
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４ 東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定庁内検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 社会福祉法（昭和２６年法律第４５号。以下「法」という。）第１０７条に規定する地

域福祉計画及び同法第１０９条に規定する社会福祉協議会が策定する地域福祉活動計画（以

下「福祉計画等」という。）の策定にあたり、庁内関係部局の職員（東金市社会福祉協議会の

職員を含む。）により必要な事項を検討するため、東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画

策定庁内検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 検討委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

⑴ 福祉計画等の策定にかかる調査研究に関すること。 

⑵ その他、福祉計画等の策定に必要な事項に関すること。 

 

（組織） 

第３条 検討委員会は、別表に掲げる者をもって組織する。 

２ 委員長は、市民福祉部長をもって充てる。 

 

（会議） 

第４条 検討委員会は、必要に応じて委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、関係職員から必要な事項について聴取し、または

検討委員会に出席させることができる。 

 

（庶務） 

第５条 検討委員会の庶務は、市民福祉部社会福祉課において処理する。 

 

（補則） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和３年６月１５日から適用し、東金市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定

の日にその効力を失う。  
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別表（第３条） 

 

委員長 市民福祉部 市民福祉部長 

委 員 

企画政策部 

企画課長 

地域振興課長 

総務部 

総務課長 

消防防災課長 

市民福祉部 

社会福祉課長 

高齢者支援課長 

子育て支援課長 

こども課長 

健康増進課長 

経済環境部 商工観光課長 

教育部 

学校教育課長 

生涯学習課長 

社会福祉協議会 事務局長 
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５ 用語解説 

 

あ行 

育成医療（18 頁） 

身体障がい児（将来障がいを残すと認められる疾患がある児童を含む）の健全な育成を図

るため行われる生活能力を得るために必要な医療。 

ＮＰＯ（82 頁） 

Non Profit Organization の略で、民間の非営利団体のこと。様々な社会貢献活動を行い、

団体の構成員に対し収益を配分することを目的としない団体の総称。 

か行 

介護予防（49 頁） 

元気な方も支援や介護が必要な方も生活機能の低下や重度化をできるだけ防ぎ、自分らし

い生活を実現できるようにすること。 

協働（24 頁） 

ＮＰＯ法人・ボランティア団体をはじめとする市民活動団体や、地域住民団体と市が力を

合わせて公共的な課題解決へ取り組むこと。 

ケアラー（３頁） 

高齢、身体上又は精神上の障がい又は疾病等により援助を必要とする親族、友人その他の

身近な人に対して、無償で介護、看護、日常生活上の世話その他の援助を提供する方。ヤン

グケアラーは、そのうち 18 歳未満の方。 

権利擁護（108 頁） 

自己の権利やニーズを示すことが困難な高齢者や障がい者などの権利を守るため、その擁

護者等が支援すること。 

合計特殊出生率（16 頁） 

１人の女性が生涯に何人の子どもを産むかを表す数値。15～49 歳の女性の年齢別出生率

を合計したもの。 

更生医療（18 頁） 

身体障がい者の自立と社会経済活動への参加の促進を図るために行われる更生のために

必要な医療。 
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更生保護（65 頁） 

罪をつぐない、再出発しようとする人たちの立ち直りを助け、再び犯罪や非行を犯すこと

を防ごうとする活動。 

コミュニティ（３頁） 

ある一定の地域に住む人々から成る共通の生活様式をもつ社会集団。 

さ行 

災害ボランティアセンター（120 頁） 

発災時に設置し、被災者ニーズの総合的把握、ボランティア関連情報の受発信、行政の仲

介・調整、外部ボランティアの受け入れなど、総合的なコーディネートを実施する。 

再犯防止（７頁） 

犯罪が繰り返されない、何よりも新たな被害者を生まない、国民が安全で安心して暮らせ

る社会を実現するための取組。 

参画（５頁） 

政策の立案、実施及び評価の各段階において、主体的に関与すること。 

自主防災組織（30 頁） 

公的な消防組織（消防本部、消防団）ではなく、地域住民による任意の防災組織を指し、

平時は減災、災害時は初期防災活動に従事することを目的とする。 

市民後見人（67 頁） 

社会貢献の意欲が高い一般市民の方で、成年後見に関する一定の知識・態度を身につけた

方の中から、家庭裁判所により成年後見人等として選任された方。 

社会福祉協議会（６頁） 

社会福祉法に基づく社会福祉法人の１つ。社会福祉協議会は、市区町村、都道府県及び中

央（全国社会福祉協議会）の各段階に組織されている。一定の地域社会において住民が主体

となり、社会福祉、保健衛生その他生活の改善向上に関連のある公私関係者の参加、協力を

得て、地域の実情に応じ住民の福祉を増進することを目的とする民間の自主的組織。 

社会福祉法（６頁） 

社会福祉を目的とする事業の全分野における共通的基本事項を定めた法律。 
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重層的支援体制（63 頁） 

市町村における既存の相談支援等の取組を活かしつつ、地域住民の複雑化・複合化した支

援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、①相談支援、②参加支援、③地域づ

くり支援を一体的に実施すること。 

重度心身障害者（18 頁） 

身体障害者手帳の等級が重度（１級または２級）の身体障がい者または療育手帳の等級が 

重度○Ａ 、○Ａ の１、○Ａ の２、Ａの１、Ａの２）の知的障がい者。 

自立支援医療制度（18 頁） 

医療費の自己負担額を軽減する公費負担医療制度。精神通院医療・更生医療・育成医療が

含まれる。 

シルバー人材センター（82 頁） 

社会参加や生きがいづくりを希望する働く意思のある高齢者を対象に、短期的な就業や一

般労働者派遣等の機会を組織的に提供する公益社団法人。 

生活困窮者（39 頁） 

現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのある者。 

生活困窮者自立支援法（66 頁） 

生活困窮者に対する自立の促進を図ることを目的とする法律。 

精神通院医療（18 頁） 

精神医療を継続的に要する病状にある者に対し、その通院医療に係る自立支援医療費の支

給を行う制度。 

精神障がい者（82 頁） 

精神疾患のある人のうち、精神障がいのため長期にわたり日常生活または社会生活への制

約がある人を対象として、都道府県知事から精神保健及び精神障害者福祉に関する法律によ

る手帳の交付を受けた者。 

成年後見制度（７頁） 

認知症、障がい等により判断能力が低下している当事者に代わり、財産管理や契約等を代

理者が行うことで、本人の権利を保護し、生活を支援する制度。 
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た行 

地域共生社会（３頁） 

制度・分野ごとの「縦割り」や、支え手・受け手という関係を超えて、地域住民や地域の

多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」

つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会。 

地域包括支援センター（64 頁） 

地域で暮らす高齢者やその家族の介護・福祉・保健・医療等に関するさまざまな相談を受

け、支援を行う総合相談機関。 

知的障がい者（162 頁） 

知的機能の障がいが発達期（おおむね 18 歳まで）にあらわれ、日常生活に支障が生じて

いるため、何らかの特別の援助を必要とする状態にある者。 

な行 

日常生活自立支援事業（108 頁） 

利用者本人が社会福祉協議会と契約を結び、福祉サービスの利用援助（情報提供、助言、

手続の援助など）や日常的な金銭管理などのサービスを受けることができる制度のこと。「成

年後見制度」の補完的な性格を持つ。 

認知症（67 頁） 

物事を記憶する、考える、判断するなど、認知機能が低下する病気で、日常生活を営むこ

とが困難になること。 

は行 

避難行動要支援者（72 頁） 

高齢者、障がい者、乳幼児等の防災施策において特に配慮を要する人のうち、災害発生時

の避難等に特に支援を要する人。 

８０５０問題（３頁） 

80 代の親が、自宅にひきこもる 50 代の子どもの生活を支え、経済的にも精神的にも行き

詰まってしまう状態。 

ボランティア（４頁） 

自発的、主体的に社会貢献活動を行う個人。 



資料編 

168 

ボランティアセンター（100 頁） 

ボランティア活動者等の育成・援助、また、需給・連絡調整を行うことで、地域住民等の

ボランティア活動に関する理解と関心を深めることを目的として社会福祉協議会が設置し

ている。 

ま行 

民生委員・児童委員（37 頁） 

厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域において、常に住民の立場に立って相談に応

じ、必要な援助を行い、社会福祉の増進に努める人々。 

や行 

ユニバーサルデザイン（60 頁） 

あらかじめ、障がいの有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利用しやすい

よう都市や生活環境をデザインする考え方。 
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